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遺跡・
調査次数

調査地区 面  積 調査期間 調  査  地 所有者等 備  考

藤原宮 45
6A」 C■NoM
6A」D HoJ 3,410�

85  4 3
～ 85 9 21 橿原市木之本町宮脇 96他 国 調査部庁舎

建設予定地

6AJD■ H・」
6AJC■N 5,965d 85. 8, 6

～ 86  1 28 同 上 同上 同 上

※
４７
6AJC― N
6A」 D―H 2,500 ar

85,12 20
～継続中

同 上 同上 同 上

41-15 6AWR―D 172�
85  2 15
～ 85  2 27 橿原市城殿町東テ 160 西 田 恒善 露天駐車場

45- 1 6AMQ― D 91� 85 4 4
～ 85  4 16 橿原市城殿町 433

等高
校
合
練
総
訓
良
業
奈
職 校舎増築

45-2 6AIVH H・ 」 320 Hf
85  5 15
～ 85  7 8 橿原市上飛弾町 橿原市 市営住宅建

替

45-3 6AJC― L 12』
85, 7 23
～ 85  7 25

橿原市木之本町
ツクダ 127 安

田 洋夫 住宅新築

45-4 6A」 J―C 194 Hf
85  8 5
～ 85  8 26 橿原市縄手町48-2 福田長太郎 住宅新築

45-5 6畑Q― S 30 ar
85 10 23
～ 85 11 11 橿原市栄和聴唐星山

102-1 喜多 秀行 共同住宅新
梁

45-6 6AW」 T・U 2854f 85 11 13
～ 85,12 13

橿原市城殿町金池
257-1 。2

高山 貞雄
高山マサエ 露天駐車場

45-7 6AWJ― U 90 Hr
85 11 13
～ 85 12 13 橿原市城殿町

256-1 山 田 利治 露天駐車場

45-8 6A」 S―C 6 af
85 12 18
フヽ85 12 19

橿原市山之坊町丑河原
314・ 314-1

大谷
大谷

男
男
義
全 住宅改築

45-9 6AWH H・ 」 3304f 85 12 23～ 85 12 27 橿原市
上飛弾町 橿原市 市営住宅建

替

※
45-10 6AJQ― D 5641f 86  1  8

^シ 86  2. 5 橿原市醍醐町
。南八木町 奈良県

ノヽ 4ノ ス` 負翌
設 7次
想 と 絶 菖 4_E

※
45-11 6AJQ―A 320 Hr

86  2 12
～ 86  2.27 橿原市醍醐町 橿原市 道路拡幅

※
45-12 6A」MD 90 Hr

２８

＆
８６

¨
橿原市飛弾町79～97 橿原市

都市計画道
路

水落  5 6AMD― V Hf
85  2.25
～ 85 4 10

高市郡明日香村飛鳥水落
213-1 明日香村

史跡整備に
伴う調査

※

６
6AMD― V 45 Hf

８６

¨

2 12
2 25
高市郡明日香村飛鳥水落

213-1 明日香村
史跡整備に
伴う調査

石神  5 6 Ah4D―T 960 Hf
85  7 10
～ 86 2 6

高市郡明日香村飛鳥
ハリワケ280-1 森  正己 継続調査

石神周辺 6AMD一B 811f 85 9 10
～ 85  9 17

高市郡明日香村飛鳥
469・ 470 山下 昭夫 保育園新設

※ 6AMD―B 70雷 86. 3 12
～ 86  3 20

高市郡明日香村飛鳥
218-3 山本 進章 資材置場

飛鳥寺
1985-1 5BAS― E 2 4 ar

85  8 27
～ 85  8 28 高市郡明

日香村飛鳥 641 島田 弘治 塀新築

発 掘 調 査 地 一 覧 表
※ 本号に未収録
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遺跡・
調査次数

調査地区 面  積 調査期間 調  査  地 所有者等 備  考

飛鳥寺
1985-2

5BAS― B 33 Hf
85 12  3
～ 85 12 17 高市郡明

日香村飛鳥 明日香村
史跡現状変更
(路肩石積)

豊浦寺 3
(1985-1)

5BTU― L 119 af
８５

・
高市郡明日香村豊浦 630 蘇我原敬浄 向

原寺庫裡
改築

奥山久米寺
1984-1

5BOQ一Q 20ぜ 85  3 8
～ 85  3 11

高市郡明日香村奥山
カミヤタ26-2 吉松 利則 住宅改築

1985-1 5BOQ― I 14 Hf
85 4 10
～ 85  4 11 高市郡明日香村奥山

653 福 田 英一 住宅改築

坂田寺 5
(1985-1)

5BST一 C 40 Hf
85  7  7
レヽ85  7 19

高市郡明日香村阪田
328 ・329 山本 源治 住宅改築

1985-2 5BST― F 5 HI
85 12 12
～ 85 12 15 高市郡明日香村阪田

293 西川 孝夫 納屋改築

川原寺 ※
1985-1

6BKH― D Hピ 86  3 13
～ 86  3 18 高市郡明日香村川原 899 石田 真夫 住宅改築

,      凡      例

ユ.本号には奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部が,1985年 4月 から1985年 12月 までに行なっ
た調査の概要を収録した。また,1984年度の調査で未報告分については本号に収録した。

2 発掘調査地一覧表には,1985年度の調査地をすべて示すとともに,本号に収録した1984年度の調査地
を再録した。なお,寺院跡の調査については,各寺院で年度毎の通し番号を次数としてつけることと

した。またその中で主な調査については別の調査次数を合わせて与えた。例 :豊浦寺第 3次 (豊浦寺

1985-1次 )ただし,本号では飛鳥寺についての主な調査の次数は未定である。
3.遺構図に用いた座標は,すべて平面直角座標系第Ⅵ座標系であり,遺構図では「―」符号を省略して
いる。

4.本文中では『飛鳥・藤原宮発掘調査概報』を『概報』,『奈良国立文化財研究所学報』を『学報』と省
略した。

5.遺構図には,個々に,遺跡あるいは大地区割ごとの一連番号を付し,そ の前にSA;築地 。塀 , SB
;建物 ,S Di溝・濠,SE;井戸,SF;道路 ,SK;土坑,SX,そ の他 ,な どの分類符号を示
した。なお,遺構番号には仮番号で示したものがある。

表紙カット:豊浦寺第 3次調査出土軒丸瓦
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藤原宮・京の調査

北京極大路

(一条 )

一条大路

(二条 )

二条大路

(三条 )

三条大路

(四 条 )

四条大路

(五条 )

五条大路

(六条 )

六条大路

(七条〉

七条大路

(八 条 )
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京
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京
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西
三
妨
大
路

（右
京
四
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西
京
極
大
路

第 1図 藤原京内調査位置図 (1:20000,条坊は模式図 )
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左京六条三坊の調査 (第 45次・ 46次 )

(1985年 4月 ～9月 , 1985年 8月 ～1986年 1月 )

この調査は,奈良国立文化財研究所飛鳥藤原宮跡発掘調査部の新庁舎建設予

定地において行なったものである。調査地は香久山の西 ,畝尾都多本神社の南

で藤原京左京六条三坊東北坪 。東南坪にあたっている。調査はまず ,第 45次調

査として ,予定地の遺構状況を把握することを主な目的とした調査を行なった。

その後ひき続いて ,第 45次調査の成果をもとに,第 46次調査として ,六条三坊

東南坪の西半部を中心に調査を実施 した。さらに続いて ,第 47次調査として六

条三坊東北坪の西半部の調査を行なった。 3次 にわたる調査の総面積 は11,875

だである。なお第47次調査は 3月 末現在 ,継続中であり,今 回は第45次・ 46次

の調査結果について報告する。

a.藤 原宮第45次 調査

第45次調査は新庁舎建設予定地の全域について ,遺構の有無 とその残存状況

や椎
杵
恥

0                100m
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を把握することを目的 とし,幅 6mで 東西 トレンチ 3本 (I・ Ⅱ oⅣ トレン

チ),南北 トレンチ 1本 (Ⅲ トレンチ)を設定 した。総延長は330mに 及んだ。

調査の結果 ,地盤の高い西南部の平坦面では遺構の遺存状態が良好で,藤原

京の掘立柱建物 2棟 ,掘立柱塀 1条 および東三坊坊間路などを確認 した。 これ

に対 して東半部は香久山の西裾に向って緩やかに傾斜 しており,比較的遺構の

密度が薄いことが確認 されたが ,東北部で条坊推定位置 とは異なる藤原京の大

溝が検出された。西南部の本格的な調査は次に予定 していた第46次調査に委ね

ることとし,敷地東北部の藤原京左京六条三坊の東北坪東半部を中心 として調

査区を拡張 した。調査面積は延べ3,410だ である。以下 ,第 46次調査区内に吸

収された約500だ (Ⅱ トレンチ西半およびⅣ トレンチ)を 除 き,敷 地東半部の

調査結果について述べる。

調査地区は西か ら東に向って緩やかに傾斜 し,堆積上の層序は基本的に上層

から耕土 。床土・ 灰褐色土 。茶褐色砂質土・ 黄褐色粘質上の順であり,灰褐色

上には中世の遺物を含む。遺構の大部分は弥生時代の遺物を含む茶褐色砂質土

層の上面で検出した。拡張 した中央区の西辺では遺物は含まない黄褐色粘質土

の上面で検出した。

遺構

検出した遺構には掘立柱建物 ,掘 立柱塀 ,素掘溝などがあり, これ らは藤原

京の遺構 , 7世 紀代の遺構 ,中世の遺構が主である。

1.藤原京の遺構

藤原京の遺構には掘立柱建物 2,掘立柱塀 5,素掘溝 4,自 然河川 1な どが

ある。

S D 4130～ 4132は 調査区内で合流する素掘溝である。

S D 4130は 中央区ほば中央に位置する東西大溝である。東流 して ,東 でやや

南に振れている。 Iト レンチ東部は遺構面が深 く削平されているため ,大溝東

端部はわずかに溝底部を留めるにすぎない。地山の高い西端での溝の規模は幅

4.5m,深 さ1.5mで あった。堆積層は下から暗褐色バラス・ 灰褐色砂質土・ 茶

褐色砂質土に分かれる。東半部では大量の砂が一時に埋 まり, この砂中か ら

-6-



Y18750

|

Y16700

|

Ｎ
▲
ユ
エ
Ｅ
凩

SA4174

SA4170

SB4333

SD4132

S04138
SD4137

SA4110

第 45次 調査区

――――――X166950

―
X167000

SD4136

Ⅲ トレンチ第46次調査区

SD4302  so4301

SB4236

SE4

S042261

4

中

|

4372

SB4233
SA4343

,SK4865

S04285

SA4282

|

4280

Ⅱトレンチ

|

SA莉声∵
° 。

中央 トレンチ。

持半240  0o中
ウ
    =r。 。

∪
:  SE4031

SA4283A B

第 3図 第45次・ 46次調査遺構配置図 (1:700′ )
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藤原宮期か ら奈良時代の上器が出土 した。「美濃」の刻印の須恵器 もある (第

6図 5)。 S D4131は 南か ら東西大溝 S D 4130に 合流す る南北大溝で ,北 で

東に振れる。中央区南辺部は遺構面が削平 されており,南 端は底部がわずかに

残る。北端の東西大溝への合流部付近で幅2.5m,深 さ0.8mで ある。東西大溝

と同時期の開削と考えられ るが ,堆 積上の重複関係があ り,奈良時代以前に

廃絶 していた ことが分 る。 S D 4132は 東西大溝 S D 4130の 南約 1l mを 流 れ る

東西溝で , S D 4130と は逆 に西流 し南北大溝 S D 4131に 注 ぐ。幅 1～ 1.5m,

深さ0.6mと 比較的小規模であり,堆積層に藤原宮期の瓦や土師器片を含む。

S D4131と 同時に廃絶 したとみ られ る。

S X 4133は 南北大溝 S D4131の 護岸施設で , 2条の東西溝 S D 4130お よび S

D4132に 狭まれた間にのみ構えている。溝の法面下半部を垂直に切 り落 とし ,

これに横板を当てて内側に杭を打ち込んだ ものである。横板の最大残存長は

2.3mに 及ぶ。杭は腐蝕 して残 らないが ,径 5～ 10cmほ どの杭痕跡を確認 した。

S X 4134は 南北大溝 S D4131の 両肩にある 4つ の掘形で ,掘形の間隔は南北

6.2m,東西2.4mで ある。溝の振れに沿 って平面は菱形にゆがんでいる。護岸

施設 S X 4133の 上部に懸かる橋の橋脚と考えられ ,東西溝 S D 4130と S D 4132

の間は道路と考えられる。

自然河川 S D 4143は Iト レンチおよびⅡ トレンチの東辺で西肩を検 出 した。

幅は19m分 を確認 したが,調査区外の東方にのびる。香久山の西麓に接 して北

流し,幅 25mほ どの規模と推定できる。湧水が著 しく,深 さは未確認であるが ,

肩から下1.5mま で中世の遺物を含む青灰色粘上が堆積 してお り,そ の下に須

恵器小片を含む砂礫層を確認 した。 この河川が藤原京の時期あるいはそれ以前

からあるとすれば,東流する大溝 S D4130の 落口としたとも考え られ る。

S D4100は Ⅲ トレンチ南で検出した南北小溝であり,や や蛇行 しなが ら北流

し,北で東に振れる。

S A4170～ 4174は 中央区西辺で検出 した掘立柱塀である。南北塀 S A4172は ,

6間分 (12.6m)を確認 し,柱 間寸法は2.lm(7尺 )等 間である。掘形には

炭化物を含み,柱痕跡は明瞭でない。北は調査区外に続 くが ,南端は東西大溝
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S D4130の 北岸で途絶え,大溝と並存 した遺構 と考えられる。南北塀 S A4170

は S A4172と 柱筋を揃えて重複する。 S A4172よ り新 しいが ,大溝以南に も延

び14間 分 (29m)を確認 した。柱間はやは り2.lm(7尺 )等 間であるが ,大

溝を族む 3間分を欠 く。南端には東西塀 S A4171が 西か ら取 り付 く。 S A4171

は 2間分を確認 し,柱間寸法は約2.4m(8尺 )で ある。 S A4173は , S A 4170

の西約 lmに 位置する 5間 (10.4m)の 南北塀で ある。柱 は2.lm(7尺 )等

間で並ぶが大溝にあたる部分の 3間 分を欠 く。掘形は S A4170と 重複 し,こ

れより古いが ,S A 4172と は柱筋がずれ ,掘 形埋土 も異なる。南端 には西か

ら東西塀 S A4174が 接続 し, 2間 分 (4.2m)を 確認 した。 S A 4173・ 4174と

もに柱穴の一部に拳大の石が残 り,柱抜取後に投棄 されたものと思われる。

S B 4175は 中央区西北隅で検出した南北に並ぶ 3個の柱掘形で ,東西棟建物

の東妻柱 と考えられる。梁行は南北塀 S A4170の 3間 分と柱筋を揃え,埋土 も

これ らに類似する。 S B4140は 中央区東北隅で検出した南北棟建物で ,弥生時

代の遺物を含む厚い整地層の上に造営 されてお り,中 央区の中で もやや小高

い場所に位置する,桁行 4間 (5。 3m),梁 行 3間 (4.9m)で ,北面の西妻柱を

欠 く。内部の掘形はいずれ も小振 りで浅いことか ら間仕切 りがあったと考えら

れる。

その他 ,藤原京の時期 もしくはそれ以降の遺構 として東西溝 S D4119。 4129・

4139・ 4179,南北溝 S D 4135が ある。東西溝 S D4119・ 4129・ 4139は ,い ずれ

も南北大溝 S D 4131よ り新 しいが ,S D4129か らは飛鳥 Ⅱ～Ⅲ段階の土器片が

出上 している。 S D 4179に は飛鳥 Ⅱ段階の上器片を含む。出土遺物か らは遺構

の年代が明らかでな く,溝の性格については西延長部に予定 している第47次調

査の成果を待ちたい。

南北溝 S D 4135は 東西溝 S D 4119お よび S D 4139よ りさらに新 しく, SD

4139以 北では確認できなかった。埋土には藤原宮期を含む 7世紀後半の遺物を

含み,土 師器壷 Aお よび土師器大盤各 1が 出上 している。

2.7世 紀代の遺構

藤原京以前と考えられる遺構には掘立柱塀 S A4110・ 4111が ある。
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S A4110は 中央区東南部に位置する南北塀で10間 分 (20.5m)を 確認 した。

北で東に振れる。 S A4111は S A4110の 北端か ら直角に東に折れる塀で ,東西

5間 (9.2m)で ある。 S A4110 0 4111と もに掘形は隅丸方形で ,柱 間はやや

不揃いである。

なお,方位の振れだよび掘形の形状が類似する遺構に掘立柱建物 S B 4150が

ある。桁行 2間 ,梁行 1間 と小規模な建物で , S B 4140と 重なるが ,掘 形に重

複関係はなく,年代が降る可能性 も残る。

S B4140の 西側には土坑 S K4160 0 4161が ある。 S K 4160は 径 1.5mほ どの

浅い土坑で, 7世紀中葉の大型の丸・ 平瓦が一括投棄された瓦溜 りである。 S

K4161は S K4160と 同様の瓦を少量含む。藤原京 もしくはそれ以前の遺構であ

る。

3。 中世の遺構

中世の主な遺構には井戸 1,掘 立柱塀 2,素掘溝 4がある。

S E 4031は ,Iト レンチ東辺で検出 した円形石組井戸で ,径約 3m,深 さ 3

mの 円形掘形を有する。石組は人頭大の自然石を積み上げたもので ,上部が取

り壊されており高さ約 2m分が残る。底での径は約 0。 7mで ある。井戸底には

径0.4m,高 さ0,3mの 曲物 1段を裾えている。井戸内か らは12～ 13世紀の上器が

出土 した。

S A4121は S D4130の 南約 3mに 位置する東西塀で , 9間 分 (19m)を確認

した。柱間寸法はやや不揃いだが平均2.lm(7尺 )で ある。東で南に振れる。

S A4120は南北 3間 (6.3m)の 掘立柱塀で北で東に振れる。北延長線は S A41

21の 西端に延びて これと直交する位置にある。円形掘形を有することや柱間寸

法などが S A4121と 類似す る。

S D4136は 中央区東南部にある南北溝で幅0,6m,深 さ0。 2～ 0.3mで ある。

北で東に曲が り,東 西溝 S D 4137に 接続す る。 S D 4138は S D 4137の 北約 1

m隔 てる東西溝で ,幅 0.6m,深 さ0.2～ 0.3mで ある。西で北に曲が り南北溝

S D4141に 接続する。 S D4141は 南北溝 S D4136の 北延長線上 に位置 し,溝 内

か らは瓦器が出上 している。
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まとめ

新庁舎建設予定地は藤原京左京六条三坊の東北坪および東南坪に当たるが ,

第45次調査の結果 ,両坪の東半部に関 しては藤原京条坊を示す遺構が極めて稀

薄であった。東三坊大路推定位置にあたる香久山西麓には幅25mに 及ぶ と推定

される自然河川があり,藤原京の時期 もしくはそれ以前か ら存在 していた可能

性 も考え られる。また,東南坪 と東北坪の坪境小路 (六条条間路)想定位置に

は条坊関連遺構が認められなかった。やや起伏のある地形が広がっており,京

の条坊 とは関係なく浅い谷筋を東西大溝 S D4130,南北大溝 S D 4131な どが流

れている。発掘区内で もやや小高い中央区東北隅には建物 1棟が存在するが ,

全体に遺構密度は薄 く,明確な京内の宅地割 りの状況は検出されなかった。中

央区西辺 ,坪 のほぼ東西心近 くには南北塀があって建て替えも行なわれ ,塀以

西には建物の一部 も確認 されるなど,坪の西半部は東半部 とは異なった様相が

窺われ ,第 47次調査の成果を待ちたい。

b.藤 原宮第46次調査

第46次調査は,第 45次調査の東西 トレンチ 2条 に重複する敷地予定地の西南

部に発掘区を設け,東西80m,南 北100mの 範囲を調査 した。調査面積 は5,965

だである。

調査区の基本的層序は,耕土 と床上の下に灰褐色土が全面的に堆積するが灰

褐色土下の層序は調査区が広いため所により異なる。西南部と東南隅では灰褐

色土直下が黄褐色粘土系の地山となり,そ の上面で遺構を検出した。北半は灰

褐色土が厚 く,そ の下の黄褐色ないし灰褐色砂質上が地山となり,西北隅は暗

褐色砂礫土が地山となる。 この他に調査区東半を蛇行 して流れる古墳時代の自

然河川 S D4225と ,調査区西端をかすめて北流する S D 4226が あ り, この部分

ではその上層をなす灰色砂上面で遺構を検出した。

遺構

今回の調査区は多数の柱穴・ 小穴・ 土坑・ 溝などが重複 しており,出 土遺物
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も縄文時代か ら鎌倉時代まで長期にわたるため,正確な建物の棟数や ,そ れぞ

れの所属時期についてはなお今後の検討を必要 としている。 ここでは比較的ま

とまりもあり,時期 もほぼ確定できるものを中心に報告する。主な遺構は掘立

柱建物54,掘 立柱塀19,素 掘溝10,井 戸16,土 坑38な どである。 これ らの遺構

は藤原京の遺構 と,そ れに先行する古墳時代 と 7世紀代の遺構 ,京廃絶後の奈

良時代 ,平安時代中期 ,平安時代後期か ら鎌倉時代にかけての各時期の遺構に

大別できる。なおこの他に水田耕作に伴 う縦横に掘 られた多数の小溝がある。

なかには平安時代に遡る例 もあるが ,今 回は図示・ 記述を省略する。

1.藤原京の遺構

調査区は藤原京の条坊復原に従えば,左京六条三坊の東南坪 と西南坪にまた

がる。調査の結果 ,藤原京の遺構は重複関係か ら大きくA・ B2期 に分かれる

ことが判明 した。 A期 の遺構には道路遺構 1,掘立柱建物 2,掘立柱塀 5,素

掘溝 3が あり,B期 の遣構には掘立柱建物 4,掘 立柱塀 3が ある。

<A期 > 調査区西寄 りで ,左京六条三坊を東西に分かつ坊間路 S F 4300と 両

側溝を推定位置のやや西寄 りで検出した。 S F 4300は 路面幅6.4mで55m分を確

認 した。東側溝 S D 4301は 幅が0。 8～ 1.3m,深 さは南側 は浅 く0.3m,東 西溝

S D4285と の合流点以北は深 く0.6mで ある。 西側溝 S D 4302は 一部が削平 さ

れているが幅が0.6～ 1.lm,深 さは南側が浅 く0。 lm,北半は深 く0.4mで ある。

両側溝間の心心距離は測定位置によって若干差があるが , 7～ 7.5mと なる。

西側溝 S D 4302の 西約 5mの 位置で ,西 南坪 の東を限る南北塀 S A 4283 A

を確認 した。 S A4283 Aは 14間 分を検出 したが ,さ らに南北に延びると思われ

る。

一方 ,東南坪は西を限る南北塀 S A4282と ,東 を限 る南北塀 S A 4280・ 4281

で東西に三分され ,さ らにこの 2つ の塀にとりつ く東西塀 S A4284に よって南

北にも三分されていることが判明した。西限の南北塀 S A4282は 東側溝 S D43

01の 東約 2mに 位置する。 18間 分を確認 したが ,北側は削平されたためか検出

できず ,ま た掘形 も浅 く柱痕跡・ 抜取穴ともに明瞭ではない。 この S A 4282か

ら東へ45mの 位置に東南坪を東西に三分する南北塀 S A 4280・ 4281が ある。 S
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時 期 遺構番号 種  類
模規

柱 間 寸 法
間  数 長総

藤

原

京

Ａ

期

SA4280

SA4281

SA4282

SA4283A

SA4284

SB4290

SB4291

南北塀

南北塀

南北塀

南北塀

東西塀

南北棟

南北棟

桁行 梁行

24間以上

9間以上

18間以上

14間以上

22間

3× 2

4

桁行  梁行

54れ以上

226以上

38以上

325以上

45,3

63× 43

86× 33

桁行   梁行

平均 225m

2.2-29

21～ 22

2.0～ 23

205

21     215

215      18 ・ 15

藤

原

京

Ｂ

期

SA4320

SB4330

SB4331

SB4332

SB4333

南北塀

南北棟

南北棟

南北棟

東西棟

28間以上

7× 2

7× 2

7× 2

7× 2

65.5以上

199× 62

199× 62

197× 62

199× 5,3

234

2.84    31

284     31

281    31

2.84     2.65

7

世

紀

代

SB4240

SB4241

SB4242

SB4243

SB4244

SB4245

SB4246

SB4247

SB4248

南北棟

南北棟

南北棟

南北棟

南北棟

南北棟

南北棟

南北棟

南北棟

4× 2

4× 2

5× 2

2× 2

2× 2

2× 2

3× 2

3× 2

3× 2

76× 34

84× 38

9.9 × 4.4

5,1× 45

45× 34

39× 3.2

48× 30

5.5× 31

7.2× 42

19        1 7

21     19

198     22

255     225

225     17

195     16

16        1 5

183      155

24    2.1

奈

良

時

代

SA4355

SA4356

SB4350

SB4351

SB4340

東西塀

南北塀

東西棟

東西棟

東西棟

10間

8間以上

6× 2南庇

5× 2

6× 3

36.5

29.5以上

121× 4.9, 22

1105× 3

156 × 6.9

35-39

3.5～ 40

202     245

221     15

26        23

平
安
時
代
中
期

SB4370

SB4371

SB4372

SB4373

東西棟

南北棟

南北棟

南北棟

9× 2器
能

6× 3総柱

2× 2

5× 2

19 × 3,7,

12× 55

42× 41

105× 35

2-22   1.7-2

2     17～ 21

21      205

2.1      175

～
鎌
倉
時
代

平
安
時
代
後
節

SB4405

SB4420

SB4440

南北棟

東西棟

東西棟

5× 2

5× 2畿
雁

5× 2

106× 4

105× 36,

12× 39

2.12      2

21    18

2.4      195

第 1表 第46次調査主要遺構一覧表
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A4280は 調査区南端か ら24間 分を確認 したが ,掘形はいずれ も浅 く柱痕跡や抜

取穴は検出していない。 S A4281は , S A 4280北 端の柱穴に重複す る掘形か ら

北へ延び S A4280よ り新 しい。 9間分を確認 し,い ずれ も柱痕跡が残 るが ,柱

間寸法は2.2～ 2.9mと ば らつ きが 目立つ。 S A 4280と S A 4282に 取 り付 く東

西塀 S A 4284は 22間 分を検出し,そ の北3.5mの 位置に幅0.6～ lm,深 さ0.2m

の東西溝 S D 4285を 伴 う。 S A 4284は 東南坪を南北に三分す る線上 よ りやや

北に位置するが ,一応東南坪の西半を南北に分ける塀 と考えておきたい。 こ

の S A 4284で 画 された南側の区画には,桁行 3間 ,梁行 2間 の南北棟 S B4290

と,桁行 4間 ,異行 2間の南北棟 S B 4291が 建つが ,北の区画ではA期 の遺構

を確認 していない。

この他に調査区北端の六条条間路推定位置付近で,そ の南側溝かと推定され

る幅0,8～ 1.2m,深 さ0.35mの 東西溝 S D4311を 検出 している。 しか し,そ

の位置は第21-2次調査 (概報 8)で検出 している南側溝の位置より約 6m北
へずれており,第23-2次調査 (概報 9)や第45次調査で も両側溝の位置は確

認 していない。条間路の有無・ 位置については,第 47次調査の結果をまって検

討 したい。

<B期 > B期 は東南坪西半の利用状況が一変する。 A期 の南北塀 S A 4280・

4281は 撤去され ,東へ約10m区 画を広げて南北塀 S A 4320が 設 け られ る。 SA

4320は 坊間路心 より約60m東 に位置 し,東南坪をほぼ東西に三分す る線上に位

置する。 さらにA期の東西塀 S A4284と 東西溝 S D 4285及 び南北棟 S B 4290・

4291は 廃 され ,坪 の西半を一体として利用する区画が新設される。区画内には

大規模な南北棟建物 3棟 と,東西棟建物 1棟をコの字形に配する。建物配置は

整然 とした計画に基づ くようで ,南北棟 S B 4330・ 4331は 東限の南北塀 S A43

20か ら9.8m西 をその東側住筋 とし,南 北棟 S B 4332も 西限の南北塀 S A 4282

か ら9.8m東 を西側柱筋 とす る。また東西棟 S B 4333は ,南北棟 S B 4332の 西

側柱筋にほぼ西妻柱筋を揃えており, S B 4330と S B 4331, S B 4332と S B43

33と の距離は11.4～ 11.7mと 近似 した数値を示す。なお ,S B 4330・ 4331の 東

側柱筋はA期 の S A 4280の 位置を踏襲 しており,A期 とB期 の配置計画に密接
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な関係があったことを示 している。

B期 の掘立柱建物 S B 4380・ 4331・ 4332は いずれ も桁行 7間 ,果行 2間 の南

北棟で,そ の規模 もきわめて近似 しており同一規格に基づ くと思われる。ただ

し,S B 4330と 4331は 柱穴が比較的浅いのに対 し,S B 4332は 柱穴 もひとまわ

り大きくかつ深いという施工上の違いが認め られる。 S B 4333は 桁行の長 さは

以上の 3棟 とほぼ同 じであるが ,梁行が狭 くその規格を異にしている。なお S

B4330。 4331・ 4333は ,い ずれ も妻柱柱穴がきわめて浅 いとい う特徴がある。

この他検 出 された遺構 に,大 土坑 S K 4335。 S K 4325と 井戸S E4335が ある。

S K4325は長径 7m,短径5,5mの大規模な土坑で ,深 さは平均0.6mで あるが ,

一部井戸状に深 くなる所では1.6mと なる。底か らチ ョウナの削 り屑や木片が

出上 しているので,B期 建物建設時の ゴ ミ捨て穴 と考え られるが ,上層 は 7

世紀中葉の瓦を含む山上で埋め戻 している。 S E 4335は ,こ の S K 4325埋 め戻

し後に掘 られた井戸である。径1.lm,深 さ1.7mの 掘形底に長径 50cmの 小判形の

曲物を埋設 し,そ の外側に長さ1。 lm以上 ,幅 20cmほ どの縦板材 8枚をつきあわ

せながら組んだ簡素な構造である。井戸内から藤原宮期の上器が出土 しており ,

B期 の建物群に伴 う井戸と考え られる。なお西南坪の東限南北塀は同位置で柱

位置をず らして建て替えられ ,B期 には S A4283 Bと して存続す る。

2.古墳時代の遺構

2群 に分かれる竪穴住居 7と 自然河川 2が ある。

調査区東南隅の微高地で 3棟の竪穴住居 S B 4230・ 4231・ 4232を 検出 した。

S B 4230は 削平が著 しいが ,炭化材がみ られ焼失住居と思われる。東端 を調査

していないが方形に配される柱穴 4を確認 しており,一辺4,3mほ どの方形住居

に復原できる。 S B4231は S B 4232が 重複 しており全体を調査 していないが ,

北壁を除き壁溝が巡 り柱穴 3を 確認 している。北壁中央位置にカマ ドを設け ,

石を置いて支脚とする。 S B 4232は 焼失 しており焼土や炭化 した屋根材がほぼ

放射状に落下堆積 していた。壁溝が巡 り,カ マ ドは北壁か ら約20cm離 れて設け

られ ,こ れも石を置いて支脚とし煙道が北へ延びる。東壁北寄 りに接 して貯蔵

穴がある。
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自然河川 S D 4225は ,以上 3棟の竪穴住居の西側を南から東へ蛇行 して流れ ,

幅が広いところで約30m,深 さ0.5mを 測 る。上層の砂層中に竪穴住居出上の

ものとほぼ同時期の上器を含み ,住 居群 と流路が併存 していたことを示 してい

る。

S D 4225西岸の微高地に 4棟の竪穴住居 S B 4233・ 4234・ 4235・ 4236が ある。

S B 4233は 壁溝が巡 り,カ マ ドは東南隅に斜めに設ける。カマ ドは内側へ位置

をず らして作 り替えられており,第 2次 カマ ドは土師器高杯脚部を芯に して粘

土を巻き支脚とする。南壁のほぼ中央に接 して貯蔵穴がある。 S B 4234は 大半

が S B 4235に よって壊 されているが,南壁東寄 りに接 して貯蔵穴がある。 SB

4235は 壁溝が巡 り柱穴が方形に配される。南壁中央に接 してカマ ドの痕跡があ

り,東壁北寄 りに接 して貯蔵穴がある。 S B 4236は 最 も大きい竪穴住居で ,浅

い壁溝が巡 り柱穴が方形に配される。北壁中央やや東寄 りにカマ ドの痕跡が残

る。南壁東寄 りに接 して貯蔵穴があり,底の四隅に細い杭を打ち込んだ痕跡が

ある。

自然河川 S D 4226は 調査区西端をかすめて北流するが ,そ の東岸の一部を検

出 した。東岸は深 く落ち込んでいるが ,上層か ら 6世紀代の上師器甕・ 須恵器

杯が出土 した。

3.7世 紀代の遺構

重複関係や建物方位の振れ ,出土遺物か ら 7世紀代の遺構と考え られるもの

には掘立柱建物10,素掘溝 3,土坑 7,埋甕遺構 1な どがある。

掘立柱建物はいずれも小規模で ,建物方位が国上方眼方位に対 して北で東ヘ

2.5～ 8° 前後振れ る特徴がある。 S B 4240・ 4241は 桁行 4間 ,梁行 2間 の南

北棟で , S B 4241は 藤原京 B期 の S B 4330と 重複 し,こ れよ り古い。 S B 4242

は桁行 5間 ,梁行 2間 と 7世紀代の建物の中では最 も大きく,こ れ も藤原京 B

期の S B 4331に 先行する。 S B 4243・ 4244・ 4245は いずれ も桁行 2間 ,果行 2

間の小規模な南北棟で ,S B 4243は 飛鳥Ⅲ段階の上器を含む土坑 S K 4265よ り

新 しい。 S B 4246・ 4247・ 4248は いずれ も桁行 3間 ,梁行 2間 の南北棟で , S

B4246が S B 4247よ り古 く, S B 4248は 藤原京 B期 の S B 4333よ り古い ことが
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判明 している。 S B 4249は 今回検出したこの時期の建物では唯―の東西棟 と思

われ ,そ の西妻を検出した。以上の建物はその配置に規格性が見 られず ,かつ

小規模でその性格は明 らかでない。

南北溝 S D4255・ 4256は第45次調査区西端か ら南へ延び ,東へ折れ曲が る溝

である。幅0。 7m,深 さ0.3mで 全長35m分 を検出 した。埋土上面か ら 7世 紀

中葉の丸 。平瓦がまとまって出上 している。南北溝 S D4257は 藤原京 B期 の南

北塀 S A 4320に 一部重複する浅い溝であり,断続的に約34m分を検出した。

土坑 S K 4265は 長径 3m,深 さ lmを 測 り,上層の埋土中か ら飛鳥Ⅲ段階の

土師器・ 須恵器が少量出上 した。 S K4266は 藤原京 B期の S B 4330よ り古い小

規模な土坑で飛鳥Ⅲ段階の上器が出上 した。 S K4267・ 4270か らは 7世紀中葉

の丸・ 平瓦片が出土 しており, S K 4270は 藤原京 B期 の S B 4331よ り古い。 S

K4271は井戸状の上坑で ,埋土上層か ら 7世紀中葉の丸・ 平瓦ゃ飛鳥Ⅳ段階の

土器が出上 している。

調査区東端で検出した埋甕遺構 S X 4260は ,上半を欠 く須恵器大甕底部を伏

せ ,そ の上を拳大の礫で覆 う。甕内か ら 7世紀中葉の土師器杯が埋納された状

態で出上 している。

4.奈 良時代の遺構

掘立柱建物 3,掘立柱塀 6,素掘溝 2,土坑 1な どがある。

調査区南半で ,塀 と溝で北 と西を画 し,そ の中央に東西棟建物 2棟 を整然と

配 した一画を検出した。北限の東西塀 S A4355と 西限の南北塀 S A 4356は ほぼ

直角に曲折 し,そ の lm外側に東西溝 S D 4357(全 長47m)と 南北溝 S D 4358

(31m以上 )を伴 う。東西溝 S D 4357の 東端は南へは曲が らず ,約 4m北 折 し

て途切れるが ,こ の塀 と溝は東西45m,南 北40m以上の区画の北 と西を囲む一

体の施設 と考え られる。 この区画のほぼ中軸線上に東西棟建物 S B 4350と 4351

が位置す る。 S B 4350は 桁行 6間 ,梁行 2間の身合に南庇を有する建物で ,そ

の南に東西の妻をほぼ揃えた桁行 5間 ,異行 2間の S B 4351を 配す る。 S B43

50は この区画の主殿 ,S B 4351は その前殿風の建物 と考えられる。 この一群の

遺構の方位は,国土方眼方位に対 して北で東へ 3° 前後振れる。
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調査区西寄 りで検出した掘立柱建物 S B 4340は ,水 田の地下げによる削平を

受け西南部の柱穴が失われているが ,桁行 6間 ,梁行 3間の東西棟に復原でき

る。柱はいずれも抜き取 られている。坊間路 S F 4300と の重複関係か ら京廃絶

後の遺構 と考えられるが ,建物方位は藤原京の造営方位 とほぼ一致 し,先述 し

た一群の方位 とも異なり,そ の性格については今後の検討を要する。なお SB

4340の 周囲には小規模な塀 S A 4341・ 434204343・ 4344が あ り ,こ の他 に小土

坑 S K 4365が ある。

5。 平安時代中期の遺構

平安時代中期の遺構は調査区中央にまとまっており,掘 立柱建物 4,掘立柱

塀 3,土坑 4な どがある。 この時期か ら鎌倉時代にかけての柱穴は径30cm前後

で ,径約10cmの 柱痕跡が残る例が多い。また柱穴底に小礎石を有する例や ,根

固めの礫が見 られる例 も多い。

掘立柱建物 S B 4370は 桁行 9間 ,梁行 2間 の身舎に,南庇 と東寄 り 7間 分の

北庇を有する大規模な東西棟である。身舎には東か ら 1間 日, 3間 目, 5間 目

に間仕切 りがある。 S B 4371は S B 4370の 南にある桁行 6間 ,梁行 3間 の南北

棟総柱建物である。西側柱筋の柱穴に根固めと思われる礫がある。 S B 4372は

桁行 ,梁行 とも 2間 の小規模な建物であるが ,小溝群との重複関係は建物の方

が古い。一方 S B4373は 桁行 5間 ,梁行 2間の南北棟であり,乙 れは小溝群よ

り新 しい。なお , S B 4372と ほぼ同 じ振れを持つ小規模な南北塀 S A 4381・ 43

82は やはり小溝群より古 く,S B 4373と 同じ振れをもつ S A 4380は 小溝群より

新 しい。

S B 4370の 西にある池状の大土坑 S K 4390は ,岸 に沿って点々と玉石が遺存

していた。埋土か ら10～ 11世 紀の黒色土器・ 土師器の一括資料が出土 した。 S

K4392は小さな土坑であるが ,木炭片や焼土塊を多量に含み ,10世 紀後半の上

師器小皿や須恵器甕片などが出上 した。また S K 4391か らは10世 紀後半の土師

器小皿・ 甕が出上 している。

6.平安時代後期か ら鎌倉時代にかけての遺構

この時期の遺構は調査区全域か ら検出 したが ,中でも 3か所に集中 して認め
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られ ,こ れを便宜的にA～ C区 に分けて記述する。各区とも主屋 と付属建物 ,

井戸・ 土坑などで構成 されており,継続的な宅地 とみられる。 これ らの遺構か

らは大量の瓦器・ 土師器 と少量の白磁・ 青磁などが出土 しており,そ の存続期

間は11世 紀末か ら13世 紀に及ぶ ものと考え られる。主な遺構は掘立柱建物 24,

掘立柱塀 3,井戸15,土坑多数などがあるが ,特 に A・ B区ではこれ以外にま

とめきれない多数の小柱穴・ 小穴があり,な お多数の建物が存在 したものと思

われる。 ここでは現状で把握できる遺構についてその概略を述べる。

調査区北東の A区 は約25m四 方の範囲を占める。中央に桁行 5間 ,梁行 2間

の身舎に南北庇を有する主屋 S B 4420が あり,そ の周囲に桁行 3間 ,梁 行 2間

の東西棟 S B4419な どの付属建物が数棟配置される。 この他 ,東から南にかけ

ては順次掘削された井戸 6基 と上坑多数が ,西側には池状の大土坑 S K 4501が

あり,西辺と南辺の一部を塀 S A4430 0 4431で 画 している。主屋 S B 4420は 柱

位置をず らしなが ら数回建て替えられているが ,規模はあまり変化がないよう

である。なお A区の西南隅には皿状に くばむ浅い土坑 S K 4500が ある。南半に

はコの字形にめぐる石列があり,東辺北寄 りの一部を除き周囲を巡る杭列の痕

がある。その性格は明らかでないが ,近世民俗例などから類推す ると,牛馬小

屋にあたる可能性が強い。 しか し,こ の S K4500が主屋内に取 りこまれている

のか,男1棟になるのかは判然 としない。

A区 に伴 う井戸は 6基 ある。 S E 4466・ 4467・ 4468は 重複 してお り,S E44

66が 後二者より古い。 S E 4466は S E 4467・ 4468の 掘形によって大半が破壊 さ

れており,そ の構造は明らかでないが ,径 1.7mの 円形掘形のみが遺存 してい

た。 S E 4467は 隅丸方形の掘形を有する方形縦板組の井戸で , 3段の横機 とそ

れをささえる四隅の支柱が遺存 していた。各辺に 3枚の縦板を用いるが ,こ の

板材の中には表裏に赤色顔料を塗 った転用材 とみ られる例が 2枚 ある。 この他

に隙間を塞 ぐために幅の狭い板を外側か らあて補強 している。なお井戸側上半

は廃棄後に抜き取 られている。 S E 4468は 円形の石組井戸で ,底 に曲物を 4段

積み重ねている。掘形は径2.lmの 円形である。石組は西側の一部が崩れてお

り,そ の部分に桶の底板材 4枚をあてがって補修 している。 この井戸 も廃棄後
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に上半の石組が抜き取 られている。 S E 4469は 方形の掘形を有する方形の石組

井戸で ,底 に曲物を 1段設置 している。方形の石組井戸はこれだけである。 S

E4470は 円形掘形に曲物 7段以上を重ねて埋設 した井戸で ,井戸側を抜 き取 ら

ず廃棄された状態で埋没 していた。 S E 4471も 円形掘形に曲物を 8段以上重ね

て埋設 した井戸である。廃棄にあたって上半の曲物は抜き取 られている。

B区 はA区の西側に位置するが ,そ の間には約 5m程遺構の稀薄な部分があ

り,両区の境界を示 している。 B区 はA区 とほぼ同規模 ,同 配置の宅地で ,桁

行 5間 ,梁行 2間の S B 4440・ 4441,桁行 4間 ,梁行 2間 の身舎に北庇を有す

る S B 4442,同 規模の建物で南庇を有する S B 4443な どの東西棟を主屋 とし ,

周囲に桁行・ 梁行 とも 2間 の小規模な建物 S B 4445・ 4446・ 4447な どを配 して

いる。 この他に,東あるいは南に丼戸 ,西 に釣の手に曲がる溝を配置する。

B区 に伴 う井戸は 3基 あり,S E 4472・ 4473は 重複 している。 S E 4472は 掘

形の南半を S E 4473に 壊 されているが ,円 形の掘形に曲物を 9段以上積み重ね

た井戸である。 S E 4473は 方形の掘形を有する円形石組井戸で ,底 に曲物を 1

段設置 しているが ,上半の石組は廃棄時に抜き取 られている。 S E 4474は 方形

の掘形を有する方形の縦板組井戸で ,板 は完全に抜き取 られていたが ,底 に最

下段の横機が遺存 しており,曲 物を 3段積み重ねている。 この 3基の井戸は出

上 した土器や重複関係か ら,S E 4472,4474,4473の 順に掘 られた もの とみ ら

れ ,曲 物井戸 ,縦板組井戸 ,石組井戸 という変遷が知 られた。

C区 は調査区西南隅に位置 し,A・ B区 とは建物の配置を若千異にするが ,

同時期の宅地と考え られる。柱穴の重複状況はA・ B区 に比べ少ないが ,桁行

5間 ,梁行 2間で南 2間 分に間仕切 りがある南北棟 S B 4405が ,柱位置を少 し

ず らしなが ら 3回建て替えられている。 この他に,桁行 4間以上 ,異行 2間 の

東西棟 S B 4406,桁行 4間 ,果行 2間の東西棟 S B 4407,桁行 3間 ,果行 2間

の東西棟 S B 4408,桁行 2間以上 ,梁行 2間 の東西棟 S B 4410が ある。

以上の建物群の周囲には ,井戸 S E 4461・ 4462・ 4463・ 4464・ 4465が ある。

S E 4461は 長方形の掘形を有する方形縦板組の井戸である。板材はすべて抜 き

取 られていたが ,底 に最下段の横棧と 3本の支柱が遺存 しており,底 に曲物 1
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段を設置する。 S E 4462は 隅丸方形の掘形を有する方形縦板組の井戸である。

厚さ約 5mmの きわめて薄い板材を用いており,底 に横機があるが強度は弱 く ,

板材が内側に倒れこんだ状態で検出した。板材は幅15cmの板を一辺に12枚 用い ,

底に曲物 2段を設置 している。 S E 4463は 方形の大規模な掘形を有 し,井 戸側

が完全に抜き取 られているので構造は明らかでないが ,抜取穴の大きさから縦

板組の井戸と考えられる。底か ら潰れた状態の曲物を検出している。 S E 4464

は方形の掘形を有する円形石組井戸で ,底 に曲物 2段を設置 しているが ,石組

の上半は廃棄後に抜き取 られている。 S E 4465は C区 か らかなり離れているの

で ,別の宅地に伴 う井戸の可能性 もある。不整円形の掘形を有 し,上半は抜き

取 られているので明らかでないが ,底 に曲物 3段以上が遺存 しており,掘 形の

大きさか ら推定すると曲物を埋設 した井戸と考え られる。 この他に C区 に伴 う

遺構 としては′卜規模な土坑 S K 4485・ 4486・ 4487が ある。

A～ C区以外のこの時期の遺構は建物 2,井戸 1,土坑 3な どが分散 して認

められた。調査区南寄 りで検出した桁行 2間 ,梁行 2間の東西棟 S B 4401は ,

井戸 S E 4460を 伴 う ,S E 4460は 円形の掘形 に曲物を 5段以上積み重ねた井

戸である。調査区中央で検出 した S B 44o2は 桁行 3間 ,梁行 2間の東西棟であ

る。この他 ,調査区東南隅で検出した土坑 S K 4480・ 4481・ 4482・ 4483が ある。

7。 その他の遺構

以上の各時期の遺構の他に,出 土遺物が乏 しく,配置などか らも時期を決定

できない南北棟建物 S B 4550・ 4560,整 地層 S X 4530な どがある。調査区西北

で検出 したコの字形 に巡 る整地層 S X 4530は 幅 5m,厚 さ0.6mに 及 び ,青

灰色粘土と茶褐色砂質土を厚 さ 5 cmほ ど版築状に積み上げたもので ,一部を溝

状に掘 り下げる。重複関係か ら奈良時代の S B 4340よ りは新 しく,12～ 13世 紀

の井戸 S E 4463よ りは古いことが判明 しているが ,そ の性格は明 らかでない。

この他に多数の柱穴・ 小穴・ 土坑などを検出 しているが ,今後の検討に委ねこ

こでは省略する。

遺物

遺物は縄文時代から鎌倉時代にかけての上器 (第 6図 ),石 器 ,瓦 (第 4図 ),
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木製品 ,金属製品などがある。縄文時代の遺物は石斧と石鏃が各 1点 ,弥生時

代の遺物は弥生土器少量と石斧 1点 がある。以上の遺物に伴 う顕者な遺構は検

出 していない。

古墳時代の遺物は竪穴住居床面や貯蔵穴から 5世紀後半の土師器の良好な資

料が出上 しており,S B 4232で は須恵器が伴 うことを確認 している。 この他 ,

各住居か ら少量の製塩土器が出上 し, S B 4232・ 4235・ 4236で 韓式上器の小片

を, S B 4235・ 4236で は特殊な蓋形土器を検出 している。 また S B 4234か らは

銅釧の破片が ,S B 4231か らはガラス小玉と土玉が出上 した。

7世紀代の上器は,S K4265か ら飛鳥Ш段階の資料がややまとまって出上 し

た以外はあまり顕著なものはない。 この時期の遺物で特記 しておかねばならな

いのは瓦で ,土坑 S K 4270,溝 S D 4255か らまとまって出上 してお り,藤 原京

B期の大土坑 S K 4325か らも大量に出上 した。 これ以外にも遺構に伴 うもので

はないが ,調査区北半からの出上が目立 った。瓦導類は軒丸瓦 6種 16点 ,軒平

瓦 6種 13点 と多量の丸・ 平

瓦があり,特殊なものとし

ては埠仏 1点がある。軒丸

瓦で 目立つのは IA型 式

(1)で ,大阪四天王寺出土例

や桜井市吉備池瓦窯出土例

と同絶であり,11点 が出土

した。その他は各 1点 出土

したもので ,山 田寺式の軒

丸瓦 ,藤 原宮式の軒 丸 瓦

(6273B ・ 6233系 ・ 6278

系),大 官大寺式の軒丸瓦

(6231C)が ある。軒平瓦

で目立つのは IA型 式(2)で

5葉のパルメット文を連続 第4図 第46次調査出土軒瓦 (1:4)
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押捺 したものである。法隆寺若草伽藍出土例と同籠であるが ,

今回出上 した 8点 にはいずれも籠傷が生 じており,押捺の方

向も,若草伽藍例が上下交互に押すのに対 して全て下向きで

ある点が異なる。 この特徴は吉備池瓦窯出土例や日高山瓦窯

第5図
(〆Ц  出土例 と共通す る。なお ,施 文後に 3重 弧文を重ね る例 (3)

が数点あることも注 目される。その他の軒平瓦 としては,IA型 式 (4)が 法輪

寺出土例 と同範の忍冬唐草文軒平瓦として注意 され ,ま た藤原宮式軒平瓦 (66

41C・ 6643C)と ,大官大寺式軒平瓦 (6661B)が 各 1点 づつある。多量に

出土 した丸 。平瓦は軒丸瓦 IA型 式 と軒平瓦 IA型 式に伴 うと考え られ ,い

ずれも比較的大形である。なお S D 4255か ら出土 した丸瓦凸面に「池上」の刻

印を押 した例が 1点 あり (第 5図 ),刻 印は法輪寺出土例 と同絶である可能性

が強い。導仏は瓦器を伴 う土坑 S K 4510か ら出上 した。中尊の頭光および菩提

樹の葉の一部を留める小片で ,二重県夏見廃寺出上の方形三尊媒仏と同原型で

ある。藤原京の遺構に伴 う遺物 は A・ B期 ともに少な く,坊間路両側溝や柱

穴に少量の上器が見 られたにすぎない。ややまとまっているのは B期 の大土坑

S K4325と S K 4327,井戸 S E 4335に 投棄 された状態で出土 した土器である。

S E 4335か らは藤原宮期の土師器小型甕が 7個体 ,須恵器小壷 1個体 ,大型鍋

形土器 1個体 ,カ マ ド大小 2個体分などが出土 している。

奈良時代の遺物 も少な く,溝や柱穴か ら少量の土器が出土 したほか ,′卜規模

な土坑 S K4635か ら天平年間の土師器杯が出土 した。

平安時代中期の遺物は,池状の大土坑 S K4390か ら10～ 11世 紀の黒色土器・

土師器が出上 した他は,土坑 S K 4391・ 4392か らも同時期の土器が出上 してい

る。

平安時代後期か ら鎌倉時代にかけての遺物は量的には最 も多い。土器は瓦器

・ 土師器が大量に出土 し,少量の白磁・ 青磁などが伴 う。鉄製品は鉄鎌が SE

4467・ 4473か ら出土 し,柄付 きの庖丁が S E 4474か ら出土 した。 この他に刀子

や鉄釘などがある。特殊なものとしては S K 4490か ら箱状容器 とみ られ る漆膜

が出土 し,ま た銀製鋳造の飾金具などがある。銭貨には元豊通賓 (初鋳1078年 )
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1点がある。

まとめ

今回の調査は広範囲を調査することにより多 くの知見が得 られた。 しか し残

された問題点も多 く,最終的なまとめは敷地予定地の調査終了を待つ こととし ,

ここでは今回判明 した二 ,二の事項についてまとめてお く。

第 1の成果は京域に宅地や寺院以外の利用形態があったことを確認 したこと

である。 B期 の遺構は,左京六条三坊東南坪の少な くとも西半全体を囲いこむ

大きな区画を設け,コ の字形に大規模な建物 4棟を配 し井戸を伴 うことが判明

した。整然とした配置計画に基づ くこのような建物のあり方は,一般の宅地と

しての利用形態とは考えにくく,む しろ宮内官行との共通性が多 く認め られる。

乙こでは東南坪の西半が京内における官衛として機能 していた可能性が強いこ

とを指摘 しておきたい。なお ,調査区北端で検出した東西棟 S B 4333は ,推定

条間路上に位置 しており,建 物の北で も今のところ北限の施設を検出 していな

いので ,こ の官行地区はさらに東北坪にも広がる可能性がある。

第 2の 成果は藤原京の遺構に 2時期の変遷が確認できたことである。すでに

藤原宮の東方官衡においては,官衛建物が大きく 2期 の変遷を示すことが明ら

かになり,大宝律令制定後の官行機構の再編に伴 う改作である可能性が指摘さ

れている (第44次調査 ,概報15)。 また京域においても,右京七条一坊の調査

で建物に重複する例があること (第 19次 調査 ,概報 7),さ らに左京二条三坊

東南坪の調査で も宅地内の比較的大規模な建物に 2時期存在することが判明 し

てお り,京 内の宅地 にも若干の変遷があった ことが明 らか にな りつつ あ る

(第 39043次 調査 ,概報15)。 このように遷都後16年 という短期間に もかかわ

らず ,様々な要因に基づ く改作が宮の内外において行なわれたことが判明しつ

つあるが ,京域において大規模な区画変更を伴 う改作が確認された点に今回調

査の意義が認められよう。なお今回の調査結果では,A期 の遺構は稀薄でその

利用形態や A期 の年代の上限についてはなお残 された問題 も多い。

第 3の成果は古墳時代から鎌倉時代にかけてのこの地域の土地利用の変遷が

かなり具体的に把握できた乙とである。
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藤原京A期
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第7図 第46次調査遺構変遷図 (1:1500)
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5世紀後半に初めてこの地域が居住区として利用され始める。 2棟 1単位程

度の竪穴住居群が ,香久山西麓を北流する数条の自然河川にはさまれた微高地

に存在 していたことが判明 し,当 時の景観を復原することができた。

6世紀代の遺構は明確でない。 しか し, 7世紀代に入ると小規模な建物が多

くその性格を明らかにしがたいが ,な ん らかの形で継続的に居住区として利用

されたことが窺われる。一方 ,瓦の出土状態からは,調査区北方に寺院址の存

在が推定できる。軒丸瓦 IA型式が少数ではあるがまとまっており,創建の時

期は少な くとも 7世紀中葉に遡ると思われる。 この軒瓦は四天王寺や若草伽藍

出土例 と同籠で ,軒平瓦は若草伽藍出土例より後出することが判明 しており ,

丸・ 平瓦の特徴を考え併せると,吉備池瓦窯で生産 された可能性が強いことを

指摘 しておきたい。また各 1点づつではあるが ,軒平瓦ⅡA型式 と「池上」銘

刻印が法輪寺出土例 と同籠であり,軒平瓦 IA型式と併せ斑鳩地域の寺院との

密接な関係が窺われる点 も興味をひ く。寺院の遺構は未検出であるが ,地名に

よって「木之本廃寺」 と仮称することにする。

藤原京廃絶後の奈良時代にも乙の地域が引き続き利用されたことが判 ったこ

とも大きな収獲といえる。特に S B 4350を 主殿 とする邸宅風の遺構群や ,そ の

性格は明 らかでないが ,大 規模な東西棟 S B 4340の 存在は奈良時代における旧

京域の利用に新たな問題点を提起するものといえよう。

奈良時代以後は一旦水田化 したことが平安時代中期の建物 S B 4373よ り古い

小溝群の存在によって知 られる。その後再び居住区として利用され ,平安時代

中期か ら鎌倉時代にかけては,少な くとも4単位以上の宅地が継続的に営まれ

たことはすでに述べたとおりである。特にA・ B区 の遺構は,石神遺跡第 2次

調査で検出した14世 紀の東西棟 S B460を 主屋 とし,溝や塀 ,牛 馬小屋 と思わ

れ る土坑 S K 443・ 444・ 445な どの配置 と共通 した点 が多 く,こ の地域 に

おける13～ 14世 紀の宅地の一つのあり方を示す もの として注 目され る (概 報

13)。 その後 ,こ の一帯は再び居住区として利用されることはなかったようで ,

縦横に掘 られた小溝群の存在が全面的に水田化 し現在に至ったことを物語 って

いる。
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2.朱 雀大路・ 左京七条一坊 (日 高山)の 調査
(第45-2・ 9次 )

(1985年 4月 ～ 6月 ,12月 )

この調査は,橿原市営住宅の改築工事に伴 って橿原市上飛騨町で行なったも

のである。調査は第45-2次調査として朱雀大路想定地区 ,第45-9次調査 と

して左京七条一坊にあたる地区について実施 した。 日高山地区では ,1984年 に

調査地か ら谷 1つ はさんで西側の丘陵尾根部で行なった調査で , 5世紀代の円

墳を検出 した。 これにより,日 高山にはかって各時期にわたる古墳が存在 して

おり,そ の破壊が藤原宮・ 京の造営 とかかわりを もつことが明 らかになってき

ている (第 40次調査 ,概報 15)。

a.藤 原宮第45-2次

発掘区は北区と南区とに分かれ ,両区ともに藤原京朱雀大路想定地内にある。

朱雀大路の確認を主な目的として調査を開始 したが ,南 区内に特異な状況で埋

没 した横穴群を検出するという予想外の成果を得た。

「
‐~`・・・‐― 一 言■―|

第 8図  日高山周辺調査位置図 (1:3000)
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Jヒ区

宮南面中門の南約240m,日 高山北斜面の裾付近に設定 した。表土 を除 くと

直接花南岩風化上の地山が露出する状態で ,遺構は何 も残っていなかった。

南区

北区の更に南約80mの 位置 ,丘陵西斜面の中腹にあたる。南区周辺は橿原市

営住宅の建設時に大規模な削平工事を受け,現状は丘陵北側水田面より 4～ 5

mほ ど高い平坦面をなしている。南区東半は,朱雀大路の路面想定部に当るが ,

厚さ20cm前後の表上の下はす ぐに削平された岩盤の上面が顔を出 し,遺構の残

存は認め られない。大路西側溝位置を含む西半で もそれ らしい遺構はな く,表

上の下に西に落ちる斜面を埋める整地土が見 られた。整地上は日高山の北裾か

ら南向きに入 りこむ谷を満たし,最深部では厚 さ 3mを 越えている。 この下に

花南岩地山斜面に掘 りこまれた横穴群が埋 もれていた。そ して この横穴が谷の

埋め立てに先立 って改葬されていたことも明 らかになってきた。

横穴群 南北20mほ どの発掘範囲内で 4基 の横穴を発見 した。後述の第45-

9次調査で ,同一尾根の東斜面にも 2基の横穴を検出したことか ら,第 45-2

次調査の横穴をW-1～ 4号 ,第45-9次調査の横穴をE-1・ 2号 と呼ぶ こ

ととす る。W-1～ 4号横穴はいずれも朱雀大路想定部の下にあり,古 い谷の

西向きの斜面を東に向って切りこんだ墓道先端に一つずつの玄室を持つ もので ,

南北にほぼ平行に並んでいる。 4基 ともに墓道床面の幅は20cm前後 と非常に狭

く,両側壁はV字形に立ちあがる。W-2号 横穴の墓道のみが階段状の削 りだ し

をもち,東になだらかに昇っているが,他の墓道はほぼ水平につ くられている。

W-1～ 3号横穴の玄室は,断面がカマボコ形 ,平面は羽子板形を呈する。

W-1・ 2号横穴の玄室入口部には玄門を意識 したような簡単な作 りだ しが残 っ

ていた。W-2号 横穴は地山中の花南岩と花南岩風化上の境につ くられていて ,

玄室は北側の しっかりした花南岩脈の方に首を振 っている。W-4号 横穴の玄

室は家形であったと思われ ,他の 3基 とちがって平入りとなっていた。

横穴床面付近に僅かに残された遺物か ら,W-1号 横穴の年代が 6世紀末か

7世紀初頭,W-2～ 4号の 3基 は 7世紀中頃と推定される。南側の 3基 は ,

―- 30 -―



墓道前部に溝状の窪みを共有する一群をな しているが , 3号 , 2号 , 4号 とい

う順で作 られたようである。W-3号 横穴床部か らは,鉄釘のついた板材破片

が出土 しており,遺体は簡単な木の棺に納められていたものと思われる。

各横穴の規模を簡略にまとめてお く。

W-1号 墓道長 8m以上。玄室奥行2.9m。 奥壁の最大幅1.5m。 高さ0.89m。
W-2号 墓道長10.8m以上。玄室奥行2.6m。 奥壁の最大幅1.2m。 高さ0.68m。
W-3号 墓道長3.7m以上。玄室奥行2.lm。 奥壁の最大幅1.18m。 高さ0.73m。
W-4号 墓道長5.2m以上。玄室南北長1.76m。 北壁幅1.35m,高さ0.9m以上。南壁幅1.15m,高さ不明。

■ xぉ湾如

W-2号 積穴

+綱箭0
Y17420

|

Y17430

第 9図 第45-2次南区調査遺構配置図 (1:150)
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改葬と整地 今回検出された横穴は 4基全部が ,谷 の整地直前に一度発かれ ,

内部の遺体と副葬品とが取 り除かれていた。状況か ら見て改葬が行なわれたこ

とは間違いない。

改葬の作業はどの横穴で も同 じ手順を踏んでいる。まず ,玄室部を確かめる

ように玄室入口上部から漏斗状の穴をあける。次に玄室および墓道の遺物と土

とを取り除き,埋葬前の空の状態に戻す。それから新 しい上で ,横穴全体をいっ

ぺんに埋め戻 している。W-3号 横穴では埋め戻 しの前に墓道入口で火を焚い

た跡が残っていた。改葬の作業はまず ,W-2～ 4号の 3基 について行なわれ ,

埋め戻 しもこの 3基 をひとまとめにしている。埋土は 3基の横穴を蔽 って小山

ができるまで盛 り上げられ ,こ の小山を埋め込む形で北に向って谷 自体の埋立

て工事が続けられる。工事関係者がW-1号 横穴の存在に気付いたのは,こ の

段階の途中らしく,埋め立てを中断し,一度積んだ整地上の一部を掘 り取って ,

W-1号 横穴の改葬がなされている。

谷の埋め立ては上層になるに従って丁寧になり,残存する整地層の最上部で

は厚さ 5cmか ら10cmほ どの層が重なって ,版 築状の様相を呈 している。埋め立

ては横穴群東側の尾根を掘 り崩 した上を使 ってすすめられたようで ,整地上は

だいたいにおいて真東か ら真西に向って投げこまれている。南側 3基 の横穴埋

土と,こ れを蔽う谷整地上下部には 5世紀後半代の上器などが多量に混 りこん

でいて ,谷埋め立てに伴 って東側尾根上にあった古墳が壊 されたことを示 して

いる。また横穴埋土と整地上の両方に同じ個体の須恵器片が含まれることか ら ,

第10図 第45-2次南区W-3号横穴上土層概a図

Δ
］

ぃ
朱雀大路想定位置

改葬時の破瘍痕
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横穴改葬と谷の整地工事が一時に行なわれたこともはっきりtて いる。

遺物 主な出土遺物を第11図 に掲げる。須恵器高杯 (12)は W-1号 横穴 ,

土師器杯 (3)・ 須恵器杯 (4～ 6)は W-2号 横穴,土 師器杯 (7)・ 須恵

器高杯 (8)と 杯 (9)は W-3号 横穴 ,須恵器杯 (10。 11)は W-4号 横穴

出土である。須恵器臨 (13)・ 高杯 (14)・ 器台 (15)は いずれ も整地土 出土

である。整地上中の遺物はほとんど 5世紀後半の古墳にかかわるもののみで ,

それ以外には藤原宮 もしくはそれ以前の時期 と見 られる瓦の小片が 1点 出土 し

ただけである。

まとめ

谷の埋め立て工事 ,こ れに先立つ横穴群の改葬 ,こ のような大規模な作業が

藤原京造営の際以外に行なわれたとは考えがたく,土層の様子 ,出土遺物のあ

り方 もこの推定を裏づけて くれる。今回の発掘結果は,『 日本書紀』持統 7年

2月 の「詔造京司衣縫王等収所掘声」 という命令が忠実に実行 された状況を示

第11図 第45-2・ 9次調査出土土器 (1:4,15は 1:6)

託mttm
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朱雀大路想定地 上(W4、 20)

30m(W450)

第12図  日高山南北断面模式図

南区西半の入念な整地上は朱雀大路の基礎地業の痕跡であり,大路路面 ,側

溝などは後代の削平で失われたと見るのが一番自然であろう。 日高山はかなり

起伏の多い丘だが ,朱雀大路想定部だけが緩やかな斜面になっている。第12図 に

市営住宅建設前の日高山南北断面の模式図を示す。実線が大路想定部 ,破線が

その東30m,点 線は西側30mに あたる。発掘区内の整地は この実線のカーブに

あわせたように谷を埋めていることもわかる。丘陵を越えて朱雀大路を通すた

めに,日 高山の南北にわたって切 り上 ,盛 り上の工事が行なわれた様子が うか

がわれる。

第40次調査の日高山 1号墳 ,今回の横穴群 と東側尾根上の古墳など,京造営

時に壊 された古墳 も相当数にのぼることもはっきりした。藤原京造営工事の状

況 も日高山周辺については,か なり具体的に推定できる資料がそろったといえ

よう。

b.第45-9次調査

調査地は第45-2次 調査区の東北約35mの 位置にあ り,藤原京朱雀大路 に

東接する地域である。調査地はすでに宅地化されており,住宅建築に伴 う撹乱

層 (厚 さ15～ 30cm)の直下が ,花南岩風化土となる。この花南岩風化土上面で ,

藤原宮期の土坑 1と 7世紀前半の横穴 2を検出 した。

藤原宮期の土坑 S K01は , 2段 に掘 り込まれている。上面の平面形 は直径

約4.3mの 円形 ,中段は一辺約 1.7mの 隅丸方形を呈する。深さは,中 段 までが

1.7mで計2.6mと なる。上坑は炭化物を含む暗褐色土や花南岩風化上で埋め戻さ

れ ,埋土か らは藤原宮期の上器 ,瓦が少量出土 した。形状・ 規模か らすれば ,

素掘の井戸 とも考えられるが , この遺構が丘陵上にあることや ,現在では花

商岩風化土か らの湧水がみ られないことなどを考慮す ると,そ の性格 につい
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ては不明な点が多い。

7世紀前半の横穴 2基 は,墓道を共有 して,丘陵の東斜面に作 られたもので

ある。いずれ も天丼部および四壁の大半が削平されている。 E-1号 横穴の玄

室は南北方向に長軸をとる。平面形は長方形を呈 し,南北は約2.5m,東 西は約

2m,四壁の現在高は約0.2mで ある。床面 には拳大か ら人頭大の玉石が乱雑

に敷かれている。羨道・ 墓道は東に向って計 8m分 を検出 した。その断面形を

見るとU字形を呈する部分 とV字 形を呈する部分がある。玄室か ら東約3.5m

の間は断面形が U字形を呈 しており, この間が羨道 ,そ れ以東が墓道 と推定 さ

れる。羨道部の幅は lm前 後 ,深 さは0.6m前 後 ,墓道の最大幅は2.5m,深 さ

は1.6mで ある。

E-2号 横穴の玄室は長軸を東西方向にとる。東西約2.4m,南北約 1.3m,

現在高は0。 7mである。床面の四隅には棺台として使用 された人頭大の玉石が

各 1個配されている。羨道は墓道に対 してほぼ直角に作 られ ,幅 0。 8m,最 大

の深さは1.15m,長 さは約1.3mと なる。なお,玄室内床面か ら, 7世紀前半の

土 師器杯 2点 (第 11図 1・

2)が 出土 した。

この調査において,藤原宮

期の遺構 としては土坑を検出

したのみであり,藤原宮期に

おける日高山丘陵の利用形態

を知る手懸 りを得るまでには

至っていない。 7世紀前半の

横穴は先述 した丘陵の横穴群

(第 45-2次 調査区)と は別

に丘陵東斜面を利用 して作 ら

れた一群であり,日 高山丘陵

一帯に大規模な横穴群の存在

が推定 されるようになった。

0                  5m

第 13図  第45-9次調査遺構配置図 (1:150)

一- 35 -―

E-2号 横穴

E-1号積穴



０
じ 右 京 八 条 四坊 の 調 査 (第 45-6・ 7次 )

(1985年 11月 ～ 12月 )

この調査は露天駐車場造成に伴 う事前の発掘調査 として橿原市城殿町の集落

の西方 ,本薬師寺金堂の北を通 る東西道路の南側 3か所の水田で行なったもの

である。調査地は藤原京右京八条四坊西南坪であり,八条条間路及び宅地遺構

が存在 していると予測 された地点である。調査地近辺で これまで行なわれた調

査によると、1976年 に本薬師寺の西南隅における調査で八条大路 と西三坊大路

の交差点部分を検出し (本薬師寺第 1次調査 ,概報 6),ま た1983年 に右京八

条四坊東北坪の調査で藤原宮期の井戸を検出 しており (第 37-12次調査 ,概報

14),八条四坊一帯の遺構の遺存状態は良好であるとみ られた。

調査は藤原宮第45-6次調査 として ,東西道路の南側 に接 して東西9.6m,

脚 :

第 87-12次

9                     1POm

第14図 右京八条四坊調査位置図 (113000)

涵
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南北23.5mの 北区 ,北 区より約46m南 側に東西 5。 2m,南 北 11.5mの 南区を設

けた。 さらに藤原宮第45-7次調査 として ,第 45-6次 調査南区の西 2.5mに

東西8.4m,南 北11.6mの 発掘区を設定 して行なった。

堆積上の層序は水田耕土・ 床上 の下に第45-6次 北区では黄褐色土層 がみ

られるが ,南 区および第45-7次調査区では灰色砂であり,こ の下はいずれ も

遺物を含まぬ地山である。 この地山は地表下0.6mで ,第 45-6次北区北半が黄

褐色土層 ,そ の南半が灰色粗砂層 ,南 区および第45-7次調査区が褐色粘土層

である。藤原宮およびそれ以

前の遺構をこの地山の上面で

検出した。

第45-6次北区で検出した

主な遺構は八条条間路 ,掘 立

柱建物 5棟 ,掘立柱塀 2条で

ある。八条条間路 S F 4000は

両側溝を伴い,路面幅5。 2m,

側溝心 ,と、幅6.8m,北側溝 SD

4001は 幅1.5m, 深 さ0。 35m,

南側溝 S D 4002は 幅1.5m,深

さ0。 24mで ある。両側溝か ら

は藤原宮期の土器 (第 16図 1

・ 2・ 5。 6,い ずれ もSD

4002出 土),瓦 が出土 した。

S D 4001の 北岸 よ り北 1.2m

に東西塀 S A 3999が あ り 4

間分 (13.3m)検 出 した。

塀の柱位置を北側の建物 SB

3995,S B 3996の 柱筋 にそろ

えている。 また S D 4002の 南

0_r司
げす_r_卜,一T―

「

¬二甲
m

|

第 15図 第45-6。 7次調査遺構配置図 (1:300)
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岸より南2.7mに ある東西塀 S A 4004は 3間 (5.2m)で ,柱間寸法は不揃いであ

る。 S A 3999の 北 2mに ある南北棟建物 S B 3995は 桁行 3間 (4.8m),果 行

2間 (3.4m)で柱間寸法は桁行 1.6m,異行1.7m等 間である。 またその東側の

南北棟建物 S B 3996は 桁行 3間 (5.7m),果行 2間 (2.4m)で柱間寸法 は桁

行1,9m,異行1.7m等 間である。この建物の南側柱筋 はその西 の S B 3995の 南

側柱筋にそろう。 S B 3995の北1.9mに ある S B 3992は 建物の東南隅にあたる

ものと考え られる。柱間寸法は1.6mで ある。また S B 3996の 北1.5mに ある S

B3998は 建物の西南隅を検 出した。東西棟建物 S B 3997は 桁行 2間 以上 ,果

行 2間 (3.4m)で ,柱間寸法は桁行 1.8m,異 行1.7mで ある。 この建物 は SB

3996と 重複 しており,S B 3996よ り古い。 これ らの建物の柱掘形の大 きさは S

B3992が一辺0.6～ 0.9mでやや大きい他は,一辺0.5～ 0.6mで小 さい。以上の

建物・ 塀の所属時期は S B 3997が 藤原宮期以前である他 はすべて藤原宮期で

ある。

第45-6次 南区で検出した主な遺構は掘立柱建物 4棟 ,掘 立柱塀 2条である。

建物 S B4011は 南北棟の西南隅の部分で桁行 4間以上 ,異行 2間 で ,柱 間寸法

は桁行1.9n,異行2.4mで ある。 S B 4012も 南北棟建物の西南隅の部分であると

すれば,柱間寸法は桁行1.6m,梁行1.9mと なる。 この建物は S B4011と 重複 し

ており,S B 4011よ り古い。 S B 4014は 東西棟建物 の西側柱筋 と考 え られ ,

柱間は1.5mで ある。 この建物 は S B4011と 重複 しており, S B 4011よ り古い。

2, 4～ 6

Cm

土師器 ,3,7;須 恵器 , 1:4)第 16図  出土土器
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これ らの建物はいずれ も北で西にわずかに振れている。 これに対 して,東側の

壁際で検出 した S B 4013は 柱掘形が一辺0.6～ 0.9mと 大 きく,柱筋が南北 に

通 り,振れがな く,建物の西側柱筋にあたると考え られる。柱間寸法は1.6m

である。 S A4015お よび S A4016は 東西塀 と考え られ る。 S A 4015は S B 4012

と重複 しており,S B 4012よ り古い。また S A 4016は S B 4014と 重複 しており ,

S B 4014よ り新 しい。柱掘形か らは藤原宮期の上器 (第 16図 8・ 9)が 出土 し

た。これらの建物・ 塀の所属時期は遺構の重複関係や柱穴出上の上器か ら考え ,

S B 4013・ S A4016は 藤原宮期で ,北で西に振れている建物 S B40H・ 4012・

4014,そ れに塀 S A 4015は 藤原宮期以前 と考え られ る。

第45-7次調査で検出した主な遺構は藤原宮期の井戸 S E 4023で ,そ の南側

の柱穴や土坑はそれ以降のものである。 S E 4023は 一辺0.6mの 方形の井戸で ,

その掘形は直径1.8m,深 さ1.lmで ある。井戸側 は井籠組で 5段積み上げてお

り,二次的に転用された板を使用 している。井戸内か らは藤原宮期の上器 (第

16図 3・ 7)や 瓦が出上 した。土器には,須恵器杯蓋の頂部外面に墨書をもつ

ものがあるが ,判読できない。

まとめ

今回の調査で特筆すべきことは次の 2点である。第二は八条大路か ら八条条

間路までの南北距離 は124.85mで ,こ れまで明 らかにされている藤原京 の半

条分の距離 133mよ り約 8m短いことが判明 した ことである。 この ことは さ ら

に本薬師寺西南隅にあたる地域での調査により,本薬師寺両塔の心か ら西三坊

大路心までの東西距離が127.8mで ,こ れまで明 らかにされている藤原京の半

坊分の長さ133mよ り約 5m短 いことがわかっていることと合わせて ,今後 さら

に藤原京の条坊復原にあたっての新たな視点となるものと考え られる。第二は ,

八条四坊の西北坪において,八条条間路の北側に道路に沿 う東西塀があり,そ

の内側に南側柱筋をそろえた小規模な建物群が整然 と建ち並んでいる様子を明

らかにし,さ らに八条四坊の西南坪においても井戸・ 東西塀・ 建物の存在する

宅地の一角を明 らかにすることができたことである。今後のこの周辺での調査

が期待 される。
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第 17図 第45-4次調査遺構配置図
(1 :400)

3410や S X 3987な どが 13世 紀頃に埋没 したの ちで

あ ることが推測 され る。
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b.右京八条二坊の調査 (第 41-15次 )

(1985年 2月 )

この調査は駐車場造成に先立ち実施 したものである。調査地は本薬師寺金堂

跡の東北東約180mの 水田で ,藤原京右京八条二坊の西北坪にあたる。調査 は

南北方向 (21× 6m)と 東西方向 (15× 3m)の L字形の発掘区を設 けて実施

した。調査区は周辺の地形から予想 されたように飛鳥川の氾濫による削平を受

けており,薄 い床土直下が砂層を主 とする遺構面 となる。藤原京に伴 う遣構 は

認め られなかったが,弥生時代の溝 S D05と 中世の上坑 S K06・ 07,中 世大溝

S D01を検出 した。

弥生時代の溝 S D05は ,南西方向にのびる斜行溝で ,幅 1.3m,深 さ0.2m,

全長約 5m分 を検出 した。埋土か ら畿内第 Ⅱ様式の甕形土器 2個体分が出土 し

た。 この他 に調査区北端か らも同時期の壷形土器が完形で出土 しており,上器

の出土状態を考慮すると,あ るいはこの斜行溝 は方形周溝墓の一部である可

能性 も考え られる。中世の上坑 S K06は 長さ約 lmの 浅い土坑で,埋土 中に骨

片 と瓦器片が認められ , S K07か らも同時期の瓦器が出土 した。東西方 向に

のびる大溝 S D01は ,幅 3,4～ 1.2m,深 さ0.8～ 0.6mの 比較的大規模 な溝で東

流 していたと考え られる。溝埋土上層か ら大量の羽釜 ,火 鉢 ,悟鉢 ,小 皿な

どの上器類が出土 した。 これ らの上器は15世紀代を中心 とするが,こ の他に 7

～ 8世紀代の土師器・ 須恵器 。屋瓦 ,平安時代か ら鎌倉時代 にかけての緑釉

陶器・ 青磁・ 瓦器が少量出土 した。また15世

紀の上器に伴 う木製品には黒漆地に朱漆で文

様を描 く漆器椀 3個体分 ,下駄 ,糸 巻 ,ツ チ

ノコ,曲 物 ,桶 の箱 ,加工木片などがある。

今回検出 した中世大溝 S D01は遺物の豊富

さから考えると,中世村落の周囲を取 り囲む

環濠の一部 とも考え られる。 しか し,西方約

60mの 本薬師寺第 2次調査地区ではその延長

部を検出 してお らず (概報14),周 辺に中世

0              10m

第18図  第41-15次調査遺構配置図
(1 :400)
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村落のなごりを留める集落 も存在 しないので,そ の性格についてはなお今後の

調査を必要 としている。

c。 右京九条三坊の調査 (第45-1次 )

(1985年 4月 )

Cの調査は奈良総合高等職業訓練校の校舎増築に伴 う事前調査 として,橿原

市城殿町で実施 したものである。調査地は本薬師寺金堂の東南約270mの地点で ,

藤原京右京九条三坊東南坪にあたり,宅 地遺構が想定 された。調査 は幅 3m,

長 さ13mの 東西 トレンチと,そ の東部分に北へ幅 5m,長 さ10.5mの 南北 トレ

ンチを合わせた L字形の発掘区を設けて行なった。

堆積上の層序は盛土 ,水 田耕土 ,床土 ,灰色砂 ,暗灰褐色土 ,暗灰褐色砂 と

なっている。発掘区西側は,後世の改田により灰色砂 ,暗灰褐色上の大半は削

られており,最下層である暗灰褐色砂面で ,一部を中世斜行溝にこわされてい

る南北溝 S D01を 検出 した。溝内か ら遺物は出上 しなかったが ,周 辺の暗灰褐

色砂中より畿内第 Ⅱ様式の弥生土器が出上 しており, この溝は,弥生時代に属

すると考え られる。

発掘区東側は削平をうけてお らず ,耕土下約0.5mの灰色砂上面で, 8条 の中

世小溝・ 小柱穴 ,下層の暗灰褐色土上面で ,掘立柱建物 S B02を検出 した。 S

B02は 西側柱のみの検出であり,全 貌は明 らかでない。柱掘形は一辺0.5mほ ど

の大きさである。方位の振れの関係で考えれば ,

藤原宮期以前の建物 とすることができる。

今回の調査では,藤原宮期の建物を検出する

ことはできなかったが ,藤原宮期以前 と推定 さ

れる遺構の一部が検出され ,今後 この周辺での

調査が期待 される。

d.左京六条三坊の調査 (45-3次 )

(1985年 7月 )
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この調査は住宅新築工事に伴 う事前調査 として橿原市木之本町で行なったも

のである。調査地は藤原京左京六条三坊で五条大路が想定 される位置である。

調査は東西 2m,南 北 6mの発掘区を設けて実施 した。堆積上の層序 は盛土 ,

水田耕土 ,床土 ,灰褐色粗砂で ,そ の下は褐色砂層 となる。水田耕土下約40cm

の灰褐色粗砂層上面で検出した遺構には,東西方向の浅い小溝 と小穴があるが ,

五条大路に直接関連すると思われる明確な遺構は,今回の発掘区では検出でき

なかった。また出土遺物がまった くないため,小溝・ 小穴の時期は確定できな

かった。

e.右京九条四坊の調査 (第45-5次 )

(1985年 10月 ～■月 )

この調査は共同住宅建設に伴 う事前調査 として,橿原市栄和町で行なったも

のである。調査地は藤原京右京九条四坊で ,九条四坊の宅地遺構及び九条条間

路が想定 される位置にあたる。調査は東西 3m,南 北 10mの発掘区を設 けて実

施 した。堆積上の層序は水田耕土 ,床土 ,灰褐色砂質土 ,暗灰褐色砂質土 と続

き,地表下60cmで 暗褐色粘上の地山となる。暗褐色粘土上面で検出した遺構に

は北で西に振れる斜行溝がある。 この溝は幅26cm,深 さ25cmで ,溝埋土か らは

藤原宮期の瓦・ 土器が出上 しており,周 辺に藤原宮期の宅地遺構の存在が予想

された。

f.横大路の調査 (第45-8次 )

(1985年 12月 )

この調査は住宅建設に伴 う事前調査 として橿原市山之坊町で行なったもので

ある。調査地は伊勢街道に北接 し,大和古道の横大路 (藤原京北京極)の位置

にあたる場所である。調査は東西 2m,南 北 3mの発掘区を設 けて実施 した。

発掘区の南半部は地表下約 lmで暗褐色砂上の地山面 となり,地 山面は北半部

で約30cmさ がる。地山面直上か ら近世の遺物が出上 し,横大路に関連する遺構

は検出できなかった。
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石神遺跡第 5次調査

(1985年 7月 ～1986年 2月 )

日本最古の寺 ,飛鳥寺の旧寺域の西北に接 し,ま た,「漏刻」の史跡水落遺

跡の東北に接する石神遺跡は,「 須弥山石」「石人像」の出土地 として知 られ

ている。石神遺跡はこれ らの石造物および石組溝・ 石敷の存在か ら斉明紀に認

め られる外国使節や蝦夷などに対する饗宴の場の庭園施設と考え られていた。

また文献考証か らは,石神遺跡を含めた飛鳥寺の北側の地域は,天武朝の飛鳥

浄御原宮と推定 されていた。 このように石神遺跡周辺は 7世紀中頃以降,重要

な地域であったと考え られていたのである。

この地域の性格を明確にするために,1981年 以来 ,石造物の出土地 ,お よび

その周辺の水囲の発掘調査を継続的に行なってきた。 その結果 , 7世紀中頃

(斉 明朝)の 建物・ 塀・ 石敷・ 石組溝・ 井戸を中心 とする遺構 と,こ れ らの遺

構を廃棄 し,大規模な造成工事を伴 った 7世紀後半 (天 武朝)の建物・ 塀・ 石

敷を中心 とする遺構 ,さ らに 7世紀末～ 8世紀初頭 (藤原宮直前・ 藤原宮期 )

の遺構の存在を確認することができた。斉明朝 と天武朝 とでは遺構の配置の相

違などか らみて ,遺跡の性格は一変 したものと考え られるが ,両時期 ともに ,

ほぼ同 じ位置の東西塀によって南側の水落遺跡・ 飛鳥寺 と区画 されていたこと

が明 らかとなってきている。

第 5次調査は第 4次調査地の北に接 した水田で実施 し,調査面積 は約 960♂

で 5次 までの調査総面積は約5,900だ となった。本調査地 は第 4次調査地 と比

較すると水田面で約0.5m低 く,前調査地で認め られた遺物包含層の大半は削平

されており,遺構検出面は自然地形の高い東では地表下0.3m,西 では0.6mの

深 さであった。遺構検出面は削平を被 っていない所では黒褐色の粘質土 , もし

くは砂質土の整地上である。

遺構

検出した遺構は縄文時代か ら中世にかけてのものであるが,こ れ らの中で主

要な遺構は 7世紀中頃か ら 8世紀初頭のものであり,大 きく4時期 (A期・ 斉
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明朝 ,B期 。天武朝 ,C期・ 7世紀末 ,D期 。藤原宮期)に 分けることができ

る。

A期  この時期の遺構は第 4次調査区北側中央で検出 した側石 。石敷を伴 う

特異な構造の井戸 S E800を中心に変遷 し,掘立柱建物 5棟以上 ,石組溝 (一

部は暗渠)4条 ,石敷などを検出 した。 A期 の遺構は重複関係か らさらに 2期

に分けられる。

A-1期 には調査区東端の石組溝 S D332,井戸 S E 800の 北にある建物 S

B850,井戸か ら西北に流れ出る石組溝 S D 900,調 査 区西端 の石敷 S X 920

などがある。東西棟建物 S B 850は 桁行 10間 (21.6m)・ 梁行 2間 (4.8m)

の規模である。石組溝 S D332は 第 3次調査区か ら続 く南北溝で ,総延長約70

mを確認 し,さ らに北へと流れていく。本調査地では著 しく削平を受けており ,

また東の側石の位置には吉野川分水が流れているため,西 の側石の底部 と底石

の一部を検 出 したにとどまった。井戸の排水路をかね る石組溝 S D 900は 幅

0.6m,深 さ0.7mの 規模で全長27mを確認 した。 S D 900は S B 850の 西側付近

か らは暗渠になっていたものと考え られ る。溝の底石 は開渠部分で一部検 出

しただけである。また, S D900の 開渠部分の周辺 は溝へ とむかってゆるやか

に傾斜する石敷 S X895 Aで おおわれていた ものと想定で きる。石敷 S X 920

は数石 しか確認で きなかったが ,後 の石敷 S X 880よ り約 0.5m低 い位置 にあ

る。柱穴の存在か ら建物 S B850以外にも他の建物が存在 したようであるが ,

整地上・ 上層の石敷等を完全に除去 しなければ全貌を明 らかにできないため ,

検出をさしひかえた。

A-2期 には,調査区西端に南北方向の長廊状建物 S B 820が建ち ,そ の東

側に建物が並ぶというかなり大きな改修があり,遺跡の西方の一画が一変する。

建替えなどか ら 2小期にわけられる。

A-2-1期 には S B 820の 東 に ,建 物 S B 855・ 860・ 870の 3棟 が 東 西

に並び,ほ ぼ柱筋をそろえて建て られる。井戸から北方へと流れる溝はこの時

期には存在 しない。建物 S B861は 桁行 4間 (8m)・ 異行 3間 (推 定5.5m)

の南北棟である。建物 S B8601ま 桁行 12間 (24.8m)・ 異行 3間 (6m)の 北
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庇をもつ東西棟建物で ,西側柱筋はA-1期 の石組溝 S D 900の 暗渠部分の蓋

石をはず し,埋めたて,東 の側石をこわ して柱を建てている。建物 S B 870は

桁行 3間 (6m)・ 梁行 3間 (4.5m)の総柱の南北棟建物で ,東側柱筋 は布

掘 りとなっている。長廊状の南北棟である建物 S B820は 果行 2間 (4。 9m),

桁行は第 4次調査 とあわせて15間 (37.2m)を確認 した。 S B820は 柱間などか

らみると,こ の一画の南を限る東西塀 S A6001こ とりつ く可能性 もある。 SB

820の 東側にはゆるい傾斜を もつ石組の雨落溝 S D 790が あ り,西 側 には柱に

接 して東側に見切を もつ石敷 S X 880が 西へ と広が っている。 S B 820は 立柱

後に整地が行なわれており,整地上が残存 している所では掘形は認め られずに

柱痕跡 しか認 め られない。 この整地上の うえを S X880の 裏込めの黄色粘土

がおおう。 S A 885は 2間 (3m)の 南北塀で ,そ の掘形 は黄色粘上 におおわ

れている。構築の手順 としては , S B 820立 柱→整地
→ S A 885立 柱→黄色粘

土裏込め→ S X 880と なる。 しか し,柱位置などか らみ ると, S A 885は SB

820に かかわる足場穴の可能性が高い。調査地西北30mに は「浄御原宮推定地」

とする石敷が露出保存 されているが , S X880の 位置・ 標高か らみると, この

石敷と一連の ものと考え られ る。調査区東端の石組溝 S D332は 建物 S B 855

の柱穴と重複 し,建物より古いことか ら,こ の時期 に S D332は 廃 され ,東 の

S D730が新たに設 け られた もの と考え られ る。

A-2-2期 には一部の改修が行 なわれ る。総柱建物 S B870は 廃 され ,そ

の位置に丼戸か ら西北に流れ る石組溝 S D890が 新 たに掘 られ る。 S D 890は

西方向か ら西北方向に流路を変える位置か ら北は暗渠であったと考えられる。

S
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第22図  S D890暗 渠部分断面図 (1:40)
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溝の規模は開渠部分で幅0.4m・ 深 さ0。 4m,暗 渠部分で深 さ0.6mで開渠の部分

には底石が敷かれている。井戸か ら流れ出る部分 ,約 16mに は改修が認め ら

れ,東の溝が古 く,西の溝が新 しい。東西石組溝 S D 888は 底石だけ残存 し ,

幅0.3mで 4m検 出 しただけだが ,S D 732か ら水 を引 き S D 890の 西流す る

部分に合流 したものと想定できる。井戸か ら暗渠に至 るまでの S D890の 両側

は溝へむかってゆるやかに傾斜する石敷 S X895 B・ Cで おおわれている。石

敷 S X895は A-1期 か らかぞえて 3度 の改修を受 けている。 また S B 820と

S B 860と の間は暗渠上を石敷 S F 865が 通路 として敷設 され ,こ の位置では

雨落溝 S D790も 小ぶ りな石 に改め られている。

B tt A期 の遺構が廃 され大改造が行なわれる。 この時期の遺構には掘立柱

建物 S B 861・ 875, 掘立柱塀 S A 670,石 敷 S X 862が あ る。 建物 S B 861

は桁行 4間 (8m)・ 果行 3間 (6m)の 南北棟建物で一部に床束がみ とめ ら

れ る。S B 861の 周囲は南側 に残 る石敷 S X 862か らみて ,幅 約 2mに わたっ

て玉石が敷かれていたものと考え られる。建物 S B 875は 桁行 3間 (9m)・

果行 2間 (4.8m)の 南北棟である。南北塀 S A670は 第 3次調査区か ら続 き

36間 (63m)分 を検出しており,こ の地域を東と西に区画する塀であろう。

C期  この時期 の遺構 には掘 立柱建物 S B 742・ 863・ 925,掘 立 柱 塀 S

A751,素 掘溝 S D640,方 形石組 S X 910,石 敷 S X 896,バ ラス敷 S X91

2な どがある。建物 S B 742は 第 4次調査区か ら続 く南北棟建物で ,桁行 6間

(14.4m)・ 異行 2間 (4.8m)の 規模である。建物 S B863は 桁行 3間 (6m)

・ 梁行 2間 (4m)の 総柱の南北棟であ る。建物 S B 925は 桁行 2間 以上

(柱 間 2m)・ 果行 2間 (4m)の 東西棟建物で ,A期 の石敷 S X 880を 厚 さ

10cmの バ ラスで埋めた後に建て られている。塀 S A 7511ま 素掘溝 S D 640の

東肩にたて られた柱間2.lmの 南北塀で ,総延長48mを 検出 した。方形石組 SX

910は 人頭大の玉石で周囲をかこみ ,そ の内側には拳大のバ ラスを敷 きつめ ,

東側には石組溝が存在 し,東西約 4mの規模である。 S X910の 周辺 は石敷 S

X896・ バ ラス敷 S X912で 舗装 されていたと考え られ るが ,石敷・ バ ラス敷

ともごく一部を残すだけである。
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D期  この時期の遺構 には ,掘 立柱塀 S A781・ 951,素 掘溝 S D 621が あ

る。塀 S A781は柱間2.5mの 南北塀で ,第 4次調査区か ら続き,総延長35mを

検出した。塀 S A951は 柱間2.lmで , 5間 以上の南北塀である。

遺物

本調査地か らも第 3・ 4次調査同様に,大量の土器・ 金属製品 ,お よび瓦・

石製品が出上 している。

土器は B～ D期 にかけての整地上・ 土坑などから出上 した土師器・ 須恵器が

大半であるが ,他 に縄文土器 ,弥生土器 ,古墳時代の上師器・ 須恵器などがあ

る。土製品には円面硯 ,土馬 ,ル ツボ,土玉などの他 , C期 の溝 S D640か ら

「全五十戸」のヘラ書き銘をもつ須恵器壷が出上 してお り,注 目される (第 23

図)。 この須恵器は大阪南部のいわゆる「陶邑」の製品ではなく,土器そのも

のか らでは今のところ決定的な年代を知 ることがで きない。「釜五十戸」 の

「五十戸」は「里」の意味で ,「 ほとぎのさと」と読むことができ,木簡などに

みとめられる「五十戸」の例を増 したことになる。だが『倭名類衆鋤』 に該当

する郷名はみとめられず ,具体的な地名を示すか否かは不明である。 もし,固

有名詞でないとすれば,「須恵器製作者の里」を意味するのであろうか。

0                       10ε m

第23図 ヘラ書き土器 (1:4)

金属製品は主 として,焼土・ 炭化物を多量に含

む包含層から出土 しており,そ の大多数は鉄製品

で ,鏃・ 釘・ 鑑 (かすがい)・ 鎌・ 鈍 (や りがん

な)・ 刀子・ 紡錘車・ 鍔 (つ ば)な どがある。ま

た,青銅製の香炉の蓋 も出上 してぃる。

瓦は丸・ 平瓦ともに前回までの調査に比 して出

土量は少ない。軒瓦は 7世紀初頭の飛鳥寺所用の

軒丸瓦と 7世紀後半の川原寺所用の軒丸瓦が 1点

ずつ出土 している。

石製品では砥石 ,古墳時代の滑石製有孔円盤 ,

弥生時代の石庖丁 。石鏃 ,縄文時代の遺物包含層

などか ら石鏃・ 磨製石斧 も出上 している。
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まとめ

今回検出 した 7世紀中頃か ら 8世紀初頭の遺構は大きく4時期にわけられる

が ,こ こでは過去の 4次 にわたる調査 も含めて,調査結果をまとめておこう。

A期 は斉明朝にあたり,こ の時期の遺構は饗宴に関わる施設と推定 している

が,今回の調査によって第 4次調査で検出 した大規模な丼戸 S E800を 中心に ,

建物の建替えや石組溝のつけ替えなど,短期間に 3回 の改造が行なわれている

ことが判明 した。 このような複雑な遺構の変遷は,A期 の遺構の性格を考える

うえで も,ま た,「 興事を好」んだ斉明朝を考えるうえで も重要な資料 となろ

う。 S E 800か らの水は ,当 初は石組溝 S D 900で ,次 いで は石組溝 S D 890

によって,曲折 しなが ら北方へ と導かれ ,さ らに調査地の北側へと暗渠を通 っ

て流れていく。A-2-1期 では S E800か ら北方への水の供給はたたれるが ,

石組溝 S D730な ど,別ルー トによる水の供給が行なわれたものであろう。 この

ように,南 の水落遺跡 との間を大規模な東西塀 S A 600で 区画 した饗宴空間 は

さらに北方へ と広が り,南北70m以上の規模であることが確認できた。 また ,

石組溝 S D790か ら西は,地山の標高が,西 の飛鳥川 にむか って急激 に下が っ

ていくことを確認することができた。 A-1期 の石敷 S X920は 地山上に厚 さ

0.5～ 0.6mの 整地を行 なった後 に敷設 され ,A-2期 の石敷 S X 880は SX

920の 上にさらに0.3～ 0。 4mの整地を行なってか ら敷設 され ,調 査区西側では

あわせて約 lmの 盛土整地が行なわれている。また,今調査区東側で も,石 組

溝 S D332の 底石や掘立柱建物の掘形底面の標高か らみると,当 初の生活面 は

抜き取 られた石組溝側石分の高さだけ高 く,0.5～ 0.6mの盛土整地が行なわれ

ていたことが想定できる。 このように,A期 の造成および改造にあたって大規

模な盛土整地が行なわれたことが確認でき,こ の時期の造営がはなはだ大規模

なものであったことが想定できる。

B期 は天武朝にあたる。 A期 の遺構は廃棄され,石敷・ 石組溝の石のかなり

の部分がこの時期の改造にあたって抜き取 られている。本調査地東側では建物

S B 861の 周囲の石敷 S X862が B期 の生活面を示す ことか ら,最大0.5mの 切

上が行なわれたと考え られる。第 2次・ 第 3次調査でみとめられる盛土整地 と
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もども,こ の区画内の大造成工事が行なわれた時期である。建物配置 も東西棟

を中心 とするA期 と比べると,南北棟が多い。 とくに第 4次調査で検出 した 2

棟の 3X3間 の総柱の南北棟 S B 735。 736と ,今 回検 出 した 4× 3間 の SB

861の 3棟 は規模 もほぼ一致 し,柱筋 もほぼ揃えた整然 とした配置をとって南

北に並んでいる。 この時期の性格はA期 の饗宴施設的な性格 とは異なったもの

が考え られる。また,南北塀 S A 670に よって この区画は東西に分割 され ,そ

れぞれの区画が異なった性格をもって使用されていたものと考えられる。南の

東西塀 S A560で ,水落遺跡・ 飛鳥寺 と区画 された空間はさらに北へ広が り ,

A期 同様南北70m以上の規模であることが確認できた。

C・ D期 は藤原宮の直前 ,お よび藤原宮の時期にあたる。 C期 の造営方位は

ほぼ真北に近 く,D期 は北で西に振れている。遺構の性格付けなどについては

今後の調査の進展にまちたいが , 7世紀末か ら 8世紀初頭にかけてまで ,こ の

地域が区画 されて盛んに利用され続けていたことが判明 したことの意義は大き

いものであろう。

5次 にわたる石神遺跡の調査で判明 したことを簡単にまとめてみると次のよ

うになる。

① 斉明朝において大規模な盛土を伴 う造成工事および改造工事が行 なわ

れ,井戸 S E800を 中心 としためま ぐる しい遺構の変遷がなされたこと。

② 天武朝において も,盛土・ 切上を伴 う大規模な造営工事が行なわれ,整

然 とした配置をもつ建物群が建て られ,前代 とは性格を一変 しつつ も,重要な

地域 として引き続き使用されていたこと。

③ 藤原宮の時期に至って も,塀 による区画を伴 って ,こ の地域が引き続 き

使用されていたこと。

以上のように,石神遺跡の性格を明 らかにするうえで重要な知見を得ること

ができたのであるが ,各時期における遺構の範囲の確定までにはいたっていな

い。また,各時期の遺構の具体的な性格の確定 も今後の周辺地域の調査の進展

にゆだねなければな らない。
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第24図 石神遺跡主要遺構変遷図 (1:2000)
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2.水 落遺跡第 5次調査

(1985年 2月 ～ 4月 )

この調査は,史跡整備の資料を得る目的で実施 した。調査地は,水時計建物

の北辺基壇建物化粧石の北側で ,昨年まで旧飛鳥小学校の校舎があった所であ

る。調査は,東西約26m,南 北 7～ 5mの調査区を一部旧調査地区に重複 させ

て設定 し,掘立柱建物の存否を確認するとともに,銅管・ 木樋の延長部分を検

出することに主眼をおいて進めた。

調査の結果 ,掘立柱建物 3棟 ,銅管 ,木樋 3条などを検出した。それ らは ,

A・ Bの 2時期に大別 され, B期 はさらに重複関係か ら 2期 に細分される。

A期 の遺構  掘立柱建物 S B280の ほか ,銅管 ,木樋 E・ G・ Hが ある。

これ らは,水時計の礎石建物 S B 200と 一連の遺構で , 7世 紀中葉 に属す る。

掘立柱建物 S B 280は ,桁行 9間 以上 (24.3m),果 行 2間 (4.2m)の 長

大な東西棟建物で ,そ の南側柱列 と北側柱列の一部 とを検出 したが ,調査区内

では東西とも妻柱は検 出されなか った。柱間寸法 は東西約2.74m等 間で ,柱

筋 ともども,礎 石建物 S B 200お よび南の掘立柱建物 S B180と 一致す る。南

の遺構群 と一連の掘込地業中に方1.4mの掘形を掘 って立てた直径38cmの 柱を

すべて抜き取 っている。 このことか ら,こ の S B 280が 南の A期 の遺構群 と一

体で造営 され ,ま た廃絶されたことは明 らかである。 なお , S B 280の 南側柱

列は S B 200の 北側柱列の北約 11.2mに あるが ,S B 280の 北側住列 と南の S

B180の南側柱列 とは S B200の 中心か らの距離がおのおの約 20。 7mで 等 しい。

銅管・ 木樋 Eは ,前回調査の北延長部を約6.5m分 検 出 した。木樋 Eは 水時

計へ汲みあげた残 りの水を北方へ排水する地下水路で ,外寸法で幅30cmの規模

をもつ。遺存する底材の上には砂が堆積 していた。銅管は木樋 Eと 併走するが ,

S B 200の 基壇上から延びる別系統の地下水路で ,内径 9mmの 管を漆で くるみ ,

それを約10cm角 の木製の樋に封 じ込めて保護する入念な被覆構造をもつ。銅管

は S B280の建物中程で二又に分かれ ,一方はなお北へ延びて調査区外へ至る。

いま一方は,上方へ約 70° の角度で立ち上が り, S B 280の 建物内で地上へ 出
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ることになる。後者は,長 さ約30cmで折れているが ,他 と同様の被覆がなされ

ている。なお,前回調査で検出 した銅管の南端か らこの分岐点までは水平距離

で約18.2mあ り,彼我の比高は約80cmで ある。

今回新たに検出した木樋 Gは , S B 280の 南縁 に沿 って東か ら西へ と埋設 さ

れた地下水路である。木樋は完全に腐朽 し,粘土 と化 していたが ,木樋 Eと 同

規模で約17.8m分 を検出 した。木樋 Gは ,先述の銅管・ 木樋 Eの上を立体交差

で渡り,南北木樋 Hに接続されている。木樋 Hは外寸法で幅約50cmと 一回 り大

きい地下水路である。その上半部で木樋 Gを受けて ,や や斜めの北方へ延びて

おり,約 6m分 を検出した。木樋 Hの南端は木樋 Gと の接続部の南約1.8mに あっ

て ,北辺の化粧石の背面に接 している。

B期 の遺構   掘立柱建物 S B 285。 286な どがある。重複関係か ら 1・ 2

に細分されるが ,い ずれもA期 の遺構の廃絶後に大規模な整地を して営まれた

7世紀後半代の遺構である。

B-1期 の掘立柱建物 S B285は ,桁行 7間 (14.8m),異 行 2間 (4。 9m)

の東西棟建物で ,方 1.lmの掘形に直径20cm余 りの柱をたてている。

B-2期 の S B 286イま,桁行 4間 以上 ,梁行 4間 で四面庇付の東西棟 とみ ら

れる。身舎桁行3.Om等間 ,梁行 3.6m等 間 ,庇 は桁行2.4m,果行 2.7mに復原で

きる。 B期 の遺構には,他 にい くつかの柱穴があるが ,建物などにまとめえ

ない。

A期 の遺構では,水時計の建物の北にも長大な東西棟建物が存在することが

判明 した。 しかも銅管などの地下水路は建物の北方へ と導かれており,遺跡の

北方には特殊な水利用の施設の存在が想定 される。また,建物内で地上に出る

銅管の存在は,こ の建物が単なる付属屋ではないことを示 している。 さらに ,

新たに検出 した木樋 G・ Hは 7世紀中葉の飛鳥の水路網がなお複雑に張 り巡 ら

されていることを推測させる。

B期 の遺構は, 7世紀後半に度重なる土地利用の大改造の行なわれたことを

物語っており,そ れ らは隣接する石神遺跡の遺構群は勿論のこと,飛鳥地域の

都城全体の構成の中で理解 されるべ き内容を含んでいる。
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3.豊 浦寺第 3次調査

(1985年 2月 ～ 5月 )

この調査は向原寺庫裡の改築工事に先立 って実施 したものである。調査地は

豊浦宮推定地及び豊浦寺旧境内にあたり,周 辺地域についてはこれまでに数次

にわたる調査が行なわれている。1957年 の奈良県教育委員会による調査では ,

向原寺境内 (A区)で 5× 4間 に復原できる中世の礎石建物 ,そ の南接地 (B

区)で 雨落溝を伴 う二重基壇建物の北縁を,字金堂にある塔心礎周辺 (C区 )

では周囲に石敷をめ ぐらした塔跡が検 出されている (第 26図 )。 1970年 には

奈良国立文化財研究所が向原寺本堂の北50mの 地点を調査 し,北 で西 に約 17°

振れる南北方向の石列 S X165な どを検 出 して いる (第 1次調査 ,学 報 XX

Ⅶ )。 その後 ,民家の改築などに伴なって小規模な調査を数回行なっているが ,

さしたる成果は得ていない。1980年 には向原寺境内の薬師堂の解体移築工事に伴

う調査を行ない,境 内の礎石建物が鎌倉時代初頭再建の床張 りの仏堂であるこ

い
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第26図 豊浦寺調査位置図 (1:2000)
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とを確認 し,室 町時代後半に焼失 したことも判明 した。 さらにその下層には前

身建物の基壇 と思われる版築層が存在することも明 らかになるなどの成果を得

ている (第 2次調査 ,概報 11)。

今回の調査は以上の成果に基づき,再建仏堂の西南隅の確認 と,前身建物の

規模や年代 ,さ らには豊浦寺創建以前に遡る下層遺構の有無などを明 らかにす

る目的で行なった。調査は東西22.5m,南 北7,7mの 発掘区を設けて実施 した。

その結果 , 1.庫 裡建設前の近世の遺構  2.鎌 倉時代再建の仏堂に関連する

遺構  3.豊 浦寺創建期の礎石建物 とそれに関連する遺構  4.豊 浦寺創建前

の遺構など,主 として 4時期にわたる遺構を層位的に検出した。

遺構

1.庫 裡建設前の近世の遺構

調査区の上層は明治38年以前の庫裡建設とその後の著 しい撹乱を受けている。

この撹乱層を除去 して近世の境内面を検出 した。 この旧境内面か らは,東西方

向にのびる石敷参道 と,部分的に遺存する石敷 2,炉穴 7,石組井戸 1,南北

方向の石組溝を伴 う石組の池 1,再建仏堂の礎石落 し込み穴 1,再建仏堂及び

創建建物の礎石や基壇の石材を焼却破砕 した溝状に連なる土坑群などを検出し

た。 これ らの遺構には近世陶磁器片 ,及 び機瓦片が含まれている。

2.鎌倉時代再建の仏堂に関連する遺構

近世の遺構を除去 し,調 査区の北半では黄褐色山土を主体 とする基壇土を ,

南半では13～ 14世 紀の上器を含む暗褐色土を検出 した。北半で検出した基壇土

は前身建物 S B 400の 基壇 と考え られ ,再建仏堂 S B 480に 伴 う基壇 は削平を

受け,すでにその礎石位置を示す遺構はすべて破壊されていることが判明 した。

ただ し,近世の礎石落 し込み穴中の自然石礎石 S X 408が あま り旧位置を動 い

ていないとすれば ,こ の礎石は S B 480の 西南隅礎石であった可能性 も考え ら

れる。

この他に暗褐色土層中で検 出 した南北方向の石列 S X 409が ある。 S X 409

は東側を見切 りとして揃え,浅 い素掘溝 S D410を 伴 っており,室町時代の丸・

平瓦片を含む焼土層が堆積 していた。 この S X409は , S B 480と は別の建物
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が西側に存在 していて ,S B480と ともに焼失 した痕跡か と考え られたが ,遺

構が寸断されておりそれ以上の知見 は得 られ なか った。 なお , S X 409の 方

位 は北で西へ約 15° 振れてお り,北 で西へ約 18° 振れ る S B 480の 方位 とは若

干異なる。

3.豊浦寺創建期の礎石建物 とそれに関連する遺構

調査区南半の基本的層序は,暗褐色土層の下に 7世紀前半の軒丸瓦や丸 。平

瓦の大形破片を多量に含む暗茶褐色土があり,さ らに平安時代の土師器・ 瓦器

小片を多量に含む褐色土 ,旧 境内面を形成するバ ラス敷 ,石敷 ,創建時の整地

上層の順 となる。 これ らを層位的に発掘 して ,豊浦寺の創建期に遡る礎石建物

S B 400と ,雨 落溝 S D 405,雨 落溝 の南 を画す る石列 S X 404,石 敷 SX

403,バ ラス敷 S X 401,礎 石落 し込 み穴 S K 406な どを検 出 した。

礎石建物 S B400は調査区全域でその南辺を確認 し,東 西の長 さが22m以 上

の規模を持つことが明らかになった。建物の方位は北で西へ約 19° 振れている。

基壇の築成は後述する下層掘立柱建物の廃絶後の自然堆積層上に,一旦 ,厚 さ

約 0。 2mの 整地を基壇外まで行ない,そ の上に直接版築 してお り,掘 り込み地
お8700  /

第 2次 調査

現本堂

X168720

SX

S04
L=‐一~~ ＼   /Y16940
第27図 豊浦寺第 3次調査上層遺構配置図
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業は認められない。版築は主 として黄掲色ないしは青灰色山上を平均約 5 cmの

厚さで12層以上積み上げたもので ,最 も遺存状態の良い所で厚 さ0.7mを 測 る。

基壇上面は著 しい削平を受けており,礎石落 し込み穴 S K 406と 礎石 1個 を検

出したにとどまる。礎石は花南岩製で ,直径0.6mの 低い円形造 り出 しを有 し,

創建時のものと考えられる。基壇化粧は再建時及び近世に抜き取 られ,全 く遺

存 していない。 しか し,雨落溝南側を画す る石列 S X 404に 凝灰岩切石を転用

した所が 3か所あり, この他にも上層で検出した土坑か ら凝灰岩片が投棄 され

た状態でい くつか見つかっているので ,当 初は凝灰岩切石を用いた基壇 と考え

られる。これらの凝灰岩片の中には厚 さ14cmの 羽目石 ,基壇隅に用いた地覆石

と思われるものがある。なお,階段の痕跡は調査区内では見いだせなかった。

雨落溝 S D405は ,そ の南側を石列 S X 404で 画 し,拳 大 の礫 を厚 さ0.2m程

敷きつめている。北側は基壇化粧を抜き取る際に壊 されているが ,最 も遺存状

態の良い所では幅約 1.3mを 測 る。石列 S X 404は ひと抱え程か ら人頭大の玉

石を主 として用い,北側を見切 りとして揃え ,抜 き取 られた部分を含め全長

17.5m分 を検 出 した。 S D 405と S X 404は 一部に凝灰岩切石を転用 している

ことか ら創建当初のものとは考え られず ,雨落溝下層か ら出上 した奈良時代前

半の上器か ら考えると,奈良時代以降に付設 されたもので ,当 初は特に雨落溝

を設けなかったと推定できる。雨落溝の南側には人頭大の玉石を敷 く石敷 SX

403が 幅0。 6mに わたって部分的に残る。 しか し,そ の上面は必ず しも平面をな

さない点が注 目される。 S X403の 南側には北側を見切 りとす る玉石を一列並

べ ,そ の南側に拳大の礫を敷 く石敷 S X401が あり,奈 良時代以降の旧境 内面

を形成 していたと考えられるが ,後世に撹乱を受けて全域には遺存 していない。

さらに S X 401・ 403の 全域を覆 うバ ラス敷 S X 426が 設 け られ ,境 内面 のか

さ上げが行なわれる。その年代は出上 した土器か ら10世 紀前半のことと考え ら

れる。 S X426上 に堆積する暗茶褐色土層か らは, 7世紀前半の軒丸瓦や丸・

平瓦の大形破片がまとまって出上 しており, S B 400の 焼失ない しは倒壊 に伴

う堆積 と考え られた。

この他の遺構 としては,調査区西端近 くで検出 した土坑 S K 440が ある。 S
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K440は基壇築成に先立つ整地上上面か ら掘 り込 まれ , さらに基壇築成 と一体

と思われる整地上層によって覆われており,そ の掘削時期を限定できるが ,埋

土中に飛鳥寺 と同範の軒丸瓦の瓦当破片を多数含む点が注目される。

4.豊浦寺創建前の遺構

S B400の 基壇及びその南にひろがる整地層の下層か ら石敷をめ ぐらす掘立

柱建物 S B450と 石敷 S X460,あ るいはそれに相前後す る時期の柱穴や土坑

を検出 した。

S B 450は ,桁 行 3間 (4.68m)以 上 ,梁 行 3間 (5。 49m)の 高床式 の南

北棟建物 と考え られる。柱 はすべて抜 き取 られているが ,柱痕跡下半が明瞭

に残っており,柱 の直径は約30cmに 復原できる。柱間寸法は若干のば らつきが

あり,柱筋 も不揃 いであるが ,現 状では桁行 1.56m等 間 ,異 行 1.83m等 間に

割 りつけられる。建物方位は北で西へ 30°前後振れている。

S B450の 造営か ら廃絶に至る経過は次のように復原で きる。 まず ,古墳時

代 (5～ 6世紀)の 上器を含む黒色土層上面に一部薄い整地土を置 く。柱掘形

は乙の上か ら掘 り込み ,一 辺が0.8～ 1.lm程 の不整方形 を呈す る。 この掘形

に柱をたてるが,一部の柱穴では柱のまわりに礫をつめて根固めとしているこ

とが確認できた。柱をたてた後 ,厚 さ0。 lm程 の盛土 を置 き整地す るが , この

段階で北側柱筋か ら約 1.4mの 位置に拳大の玉石をな らべ る石敷 S X 455を 設

ける。 S X 455の 位置は ,S B 450の 妻側の軒の出を示す もの と考え られ る。

この上に西側の丘陵か らの流入土 (暗褐色土)が堆積 し, S X 455は 比較的短

第28図 豊浦寺第 3次調査下層遺構配置図 (1:200)
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期間のうちに埋没 した らしい。その段階で再び盛上 して建物の内外を整地 し ,

それぞれの柱筋か ら0.3～ 0.4m外 側 に人頭大の玉石をな らべた石列 S X 451

をめ ぐらし,西半は人頭大の玉石を用いる石敷 S X 453,東 半 はバ ラス敷 SX

452を 建物周囲に敷 きつめる。西側柱筋か ら2.lmの 所 に雨落溝 と思われ る幅

0.25mの 石組溝 S D 454が あ り,軒 の出を示 していると考え られ る。 東側の

バ ラス敷 S X 452は S X 451か ら約 4m幅 で建物 を とりまいていることを確認

しているが ,北側への範囲は調査区外にあるため不明である。 この段階で建物

の床下部分にも低い基壇状をなす盛上が行なわれ , この上に拳大の玉石を敷 く

石敷 S X 449が設けられる。建物周囲の石敷上には再び流入土が堆積 したため ,

S X453の 玉石を一部抜き取 り,盛 土 してかさ上げ し,バ ラス敷を全体 に重ね

ている。廃絶にあたっては,床下の石敷 S X449を 壊 して柱抜取穴を掘 る。抜

取穴は上部のみ漏斗状に掘 り,下半には及ばない特徴がある。なお,数 回の盛

土を経た最終段階での柱の埋め込みの深さは約0.6mで ある。廃絶後の状況は ,

西側丘陵か らの自然堆積層が西に厚 く,東へいくに従い薄 く調査区全域を覆 っ

たものと考え られる。 この上層中には瓦片を一点 も含まず , 6世紀末か ら 7世

紀初頭にかけての飛鳥 I段階に属する土師器・ 須恵器の小片が少量出上 してお

り, S B450の 存続年代の下限を示す もの として注 目される。

S B450の 東側 には,拳大か ら人頭大の玉石を敷 く S X 460が ある。調査 は

上層遺構を損なわないように行ない,ま た各時期の土坑などによって寸断され

ているので ,必ず しも全貌を把握できなかったが , S B 450東 側のバ ラス敷 S

X452の東 に少 な くとも 6m幅 で存在 した ことが窺われ る。 S X452の 東側 に

は数m石敷を欠 く部分があったと見 られ , S X460と は直接つなが らないよ う

であるが,こ の部分は特に撹乱が著 しく施行順序の前後などは明 らかにできな

かった。

この他の下層遺構 としては, S X 456・ 458, S K 459が ある。 S X 456は ,

S B450に 伴 う整地上 によって覆われている 2個 の柱穴であ り, S B 450の 造

営に先行する遺構 として注目されるが ,そ の性格は部分的な調査であるため明

らかでない。柱穴 S X458は S B 450に 伴 うバ ラス敷 S X 452を 破壊 して掘 ら

―- 62 -―



れ , S B 450廃 絶後の堆積層で覆わ

れてお り, S B 450廃 絶直後の遺構

と思われ る。 S K459は 廃絶後の堆

積層上面か ら掘 られ , S B 400に 伴

う整地層によって覆われている。埋

土中に S B 450に 伴 う石列や石敷 の

ものと思われる礫群が存在 しており

飛鳥 I段階の上師器杯が出土 した。

遺物

遺物は近世の遺構に伴 う陶磁器 。

機瓦片 ,再 建仏堂 S B 480に 伴 う鎌

倉時代か ら室町時代にかけての土器

・ 瓦・ 銅製品 ,礎 石建物 S B 400に

伴 う飛鳥時代か ら平安時代にかけて

の上器 。瓦・ 鉄製品 ,下層掘立柱建

物 S B 450に 伴 う土器などがある。

ここでは中世以前の瓦と土器につい

て紹介する (第 29図 。30図 )。

瓦は軒丸瓦が多 く軒平瓦は少ない。

この他に多量の丸・ 平瓦がある。軒

丸瓦の出土量 は S B400倉 1建 前の上

坑 S K440か ら集中 して出上 した も

のが最 も多 く, S B400に 用い られ

たものが これに次ぎ,S B480に 用

いられたものは 9点 ときわめて少な

い。

軒丸瓦は 7型式13種 125点 が出土

した (第 2表 )。 I型式は弁端を切
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り込む単弁軒丸瓦で,A種 が 1点 あり,飛鳥寺 I型式 と同範と思われる。 Ⅱ型

式は弁端に点珠を置 く単弁軒丸瓦で ,A・ B・ C3種 がある。 A(1)は ,中房に

1+5の 蓮子を配す単弁11弁軒丸瓦で ,飛鳥寺Ⅲ型式と同絶である。 B(2)は ,

中房に 1+4の 蓮子を配する単弁 9弁軒丸瓦で ,飛鳥寺 IIll型式と同絶である。

Cは 中房に 1+5の 連子を配す単弁11弁軒丸瓦で,飛鳥寺Ⅵ型式 と同範 と思わ

れる。Ⅲ型式は弁端の反転をあ らわす もので ,A・ BoC3種 がある。 A(4)

は半球形におゝ くらむ中房に 1+8の 蓮子を配す単弁 8弁 軒丸瓦で,完形に近い

例が多い。 Bは ,単弁 8弁 に復原で きるが ,中 房を欠 く。 Cは 小片が一点 出

上 しただけであるが ,奥 山久米寺出土例 と同絶 と思われ ,半球形の中房に 1+

8の蓮子を配する単弁16弁 軒丸瓦に復原で きる。Ⅳ型式は高句麗系 と称 され

る単弁 8弁 軒丸瓦で,弁 中央縦に凸線や稜をあらわ し,弁 間に点珠あるいは楔

形の間弁を配する。 A・ B。

CeDoE・ F6種 7点が出

土 した。いずれ も小片である

が ,ほ とんどが平吉遺跡出土

例 と同範であり,Aは Ia型

式 と, Bは Id型 式 , Cは

Ⅲa型式 , D(3)は Ⅱb型式 ,

Eは Ⅲc型式 と同絶 と思われ

る。なお Fは 類例を欠 く。 V

型式は山田寺式の軒丸瓦で A

種 のみが 出上 した。 これ は

1957年 の調査で も出上 してい

る。Ⅵ型式は複弁の軒丸瓦で ,

小片であるため,種別を明 ら

かにしがたいが ,そ のうち 1

点は中房に 1+8+12の 蓮子

を配する複弁 8弁軒丸瓦で ,

型 式 点 数 備 考

軒

丸

瓦

Ⅱ

IA
IA

B

IC

Ⅲ A
Ⅲ B
Ⅲ C
Ⅳ A
Ⅳ B
Ⅳ C
Ⅳ D
Ⅳ E
VA
Ⅵ

Ⅶ

1

38

35

4

飛鳥寺 I型式と同絶

飛鳥寺Ш型式と同範、

S K 440か ら37点出土

飛鳥寺Ⅷ型式と同範、

S K 440か ら34点出土

飛鳥寺Ⅵ型式と同範、

S K 440か ら出土

S B 400創 建時所用

奥山久米寺出土例と同鈍

平吉遺跡 Ia型式と同施
平吉遺跡 Id型式と同危
平吉遺跡Ⅲa型式と同施

平吉遺跡Ⅱb型式と同籠

平吉遺跡ⅢC型式と同鈍

山田寺式

複弁蓮華文軒丸瓦

巴文軒丸瓦

言十

軒

平

瓦

Ｉ

Ｉ

Ⅲ

Ⅳ

Ｖ

重弧文軒平瓦

川原寺 751型式と同範

鎌倉時代均整唐草文軒平瓦

室町時代均整唐草文軒平瓦

室町時代均整唐草文軒平瓦

言十 5
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これ も既往の調査で出上 している。Ⅶ型式は巴文軒丸瓦で,A・ Bの 2種 6点

が出上 した。

軒平瓦は 5型式あり,各 1点づつ出上 した。 I型式は重弧文軒平瓦の小片 ,

Ⅱ型式は平安時代前期の均整唐草文軒平瓦で,川 原寺出上の751型 式 と同範で

ある。 Ⅲ型式は S B480に 用いられた鎌倉時代の均整唐草文軒平瓦で ,火 災 に

伴 う高熱で歪んでいる。Ⅳ・ v型式はいずれ も室町時代の均整唐草文軒平瓦で

ある。

土器は古墳時代か ら近世に至る土師器・ 須恵器・ 緑釉陶器・ 灰釉陶器・ 黒色

土器・ 瓦器・ 陶器・ 磁器があり,特殊なものとして緑釉を施 した新羅系土器が

ある。

古墳時代の土器は基盤をなす黒色土層中に 5～ 6世紀の上師器 。須恵器がか

な り含まれており,今 回は十分調査 しえなかったが ,こ の地域が古墳時代か ら

の居住区であった事を示す ものとして注意された。

7世紀の上器 としては,下層の掘立柱建物 S B 450廃 絶後に堆積 した黒褐色

土層中か ら少量ではあるが飛鳥 I段階の上師器・ 須恵器が出土 しており,そ れ

以降の上器を含まない点が注目される。 この他に,飛鳥 I段階の上器 としては

基盤の黒色土層上面か ら出上 した須恵器杯 の身 (4), S B 450と の関係 は明 ら

かではないが , S B400造 営前の小柱穴か ら出上 した

土師器杯 (2)と 須恵器短頸壺 (1), S B 450廃 絶後の堆

積層上面か ら掘 られ , S B 400に 伴 う整地層 によ っ

て覆われる S K459か ら出土 した土師器杯 (3)が ある。

飛鳥 I段階以降の上器は図示 しうる適当な資料はな

いが ,雨落溝下層の黄灰色砂質土層か ら飛鳥 V段階か

ら 8世紀前半にかけての上器 ,バ ラス敷か ら10世 紀前

半の上器 ,褐色土層か ら10～ 11世 紀の上器 ,暗茶褐色

土層か ら10～ 13世 紀の上器が出土 しており,そ れぞれ

の造営時期を示す資料 として重要である。なお,緑釉

を施 した新羅系土器は,雨落溝上層及びバ ラス敷上面

Cm

第30図 出土土器 (1:4)
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か ら破砕 した状態で出土 した。

まとめ

今回検出 した礎石建物 S B 400と 下層の掘立柱建物 S B 450に ついて ,現状

での成果 と残 された問題について簡単にまとめてお く。

S B400の 基壇は前回調査の成果 と併せ ると,東西30m以 上 ,南北 15m以上

の規模を有 していることが明 らかとなった。 これを飛鳥時代の通有の基壇規模

と比較すると,金堂 とするよりは講堂に込ゝ さわ しい建物 と考え られる。現向原

寺境内が東西約40m,南 北約25mの 上壇状を呈 している点 も, この旧基壇 を利

用 しているためと思われる。また現境内の北は一段 と低い地形となり,大規模

な堂宇の存在を認めがたいことも S B400を 講堂 に推定す る有力な手懸 りにな

るであろう。

一方 ,1957年 の調査では,今 回調査地の南接地で雨落溝を伴 う二重基壇 の北

縁が検出されており, S B400と は雨落溝間の心心距離で約 18m離 れているこ

とが明 らかとなった。北で西へ 20°前後振れるという建物方位 もほぼ一致 して

おり,建物の規模がわか らず ,ま た検出された軒瓦 も 7世紀後半まで しか遡 ら

ないという難点はあるが ,一応 これを金堂跡に比定 しうるであろう。また字金

堂で検出されている塔跡 と推定 される建物は,建物方位をほぼ真北に揃えてお

り,以上 2つ の建物 とは方位を異 にし,そ の立地する地形 も前二者が位置する

台地よりは lm以上 も高 く,必ず しも同一境内面を形成 してはいないが,一 応

南か ら塔・ 金堂 。講堂を配 した伽藍配置が想定できる。寺域は現状の地形か ら

は南北200m,東西80mの 比較的狭い範囲と思われるが ,そ の長軸線 は北 で西

へ 20° 前後振れ る。

S B 400の 造営年代については,廃絶 に伴 う瓦堆積層 出土の軒丸瓦 ⅢA型 式

の年代観か ら 7世紀第 Ⅱ四半期 とみなされる。造営当初の外部施設 としては基

壇化粧のみが存在 し,奈良時代以降に雨落溝や境内の石敷が整備 され,埋没に

伴い平安時代 (10世 紀前半)に はバ ラス敷が境内面を形成 していたという経過

も明 らかになった。廃絶時期は瓦堆積層に伴 う土器か ら12世 紀頃と思われ る。

その後 ,鎌倉時代初めに規模を縮小 し旧基壇の東寄 りに 5× 4間 の仏堂が再建
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されるが, これ も室町時代後半に焼失 したことは前回調査の成果通 りである。

なお,基壇築成に先行する土坑 S K440か ら集中 して出上 した飛鳥寺 と同範

の軒丸瓦 ⅡA・ B・ C型式については,層 位関係や出土状況か ら S B 400に 用

いられたものではな く,基壇築成に先立ち周辺に散乱 していた瓦を一括投棄 し

たものと考え られ , S B400に 先行する瓦葺 き建物が近 くに存在 していた可能

性が生 じる。その候補としては,通常の造営順序に従えば金堂があげられるが ,

その創建時に用いられた瓦であった可能性が強いことを指摘 しておきたい。 と

すれば,下層掘立柱建物の性格 とも併せ ,豊浦寺の創建が飛鳥寺造営直後の 7

世紀初頭に遡る可能性が強 くなる。 また S K440出 上の軒丸瓦の中の ⅡB型 式

に彫 り加えを施 した瓦が ,法隆寺若草伽藍金堂の主要な瓦である点を考慮する

と,飛鳥寺 ,豊浦寺 ,若草伽藍 というわが国の初期寺院の造営年代を解 き明す

貴重な資料を提供 したことになろう。

豊浦寺創建前に遡る掘立柱建物 S B450は ,北 及び東西に丁寧な石敷をめ ぐ

らす高床式の南北棟建物であることが判明 した。今回検出した建物はこれ 1棟

であり,そ の性格を論ずることは困難であるが,飛鳥地域でい くつか検出され

ている宮殿建物遺構 との類似性を指摘する乙とは許されよう。東側にも同時期

と思われる大規模な石敷が広がっていることを確認 しており,な おい くつかの

建物が存在する可能性は強い。

S B450の 造営年代 と廃絶に至る経緯については,遺構の重複関係や ,出 土

した土器や屋瓦の年代観か らある程度年代を限定 しうる。基盤をなす古墳時代

遺物包合層の最上層に含まれている土器 ,ま た廃絶後の堆積層出上の土器は少

量ではあるが飛鳥 I段階のものに限定できる。また,瓦 を一切伴 ってお らず ,

S B450が 7世紀初頭に遡る豊浦寺造営前の遺構であることはほぼ確実 といえ

る。 とすれば,当 然文献に記録が残 されている飛鳥地域に最初に営まれた宮殿

「豊浦宮」 (593～ 603年 )と の関連が問題 になる。 しか し,今回の調査範囲

はきわめて限定 され,豊浦寺創建前の遺構が存在するという端緒をつかんだに

すぎず ,現状ではその可能性を認めつつ,今後の調査の進展を大いに期待 した

い。

―- 67 -―



坂田寺第 5次調査

(1985年 7月 )

この調査は住宅改築に伴 う事前調査 として明日香村阪田で実施 したものであ

る。調査地は第 3次調査 (概報11)で検出した基壇建物 S B150の 北東約30m

に位置する。また,基壇縁と思われる石組遺構 S X 153を 検 出 した第 4次 調査

地 (概報13)と は同一の宅地内である。調査地の東・ 北方は急激な段をなして

下っている。

調査は当初 ,東西 2m,南 北10mの発掘区を設定 して開始 したが ,鎮壇具埋

納と考えられる遺構を検出したため,南半部を西へ 2m,東 へ 2m拡 張 して行

なった。

堆積土の層序は黒色土 ,灰色土・ 橙色土 (中 世以降の整地上),褐 色土 ,明

褐色砂質土となっている。地表下約15cmの 褐色土は 2層 に分層でき,上層はや

や しまった上 (褐色± 1),下 層は白い岩石粒子が少なく,やや柔かい土 (褐

色± 2)で あった。鎮壇具埋納の上坑は褐色± 1上面で検出した。褐色± 2は

建物基壇の築成上と考えられるが ,調査区北半では,中世以降の斜行溝によっ

て削 られており,北限を確認することはできなかった。褐色± 1は厚 さ 9～ 13

r'こ

コイ
:なを

←I tr、 9∴ i

4.

o                50m

第31図 坂田寺調査位置図 (1:2000)
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cm,褐色± 2は厚さ 8～ 22cmである。明褐色砂質土はバ ラス混 りであり,発掘

区内ではこの上層の下部は検出できなかった。非常に固 くしまった上で基壇土

とはいい難い。

遺構

灰色土・ 橙色土層では柱穴 8,土坑 5,溝 1を検出した。 これ らは中世以降

の所産である。

褐色± 1上 面では ,鎮壇具を埋納 した土坑 S K160,お よび柱穴 S X 161・

S X 162,褐 色± 1を 削 って作 られた斜行溝 S D 163を 検出 した。

土坑 S K160は 南北長2.lm,東西長1.9mの 不整円形を呈す る深 さ0.3mの 浅

い皿状の上坑である。北側の一部 は現代の破壊を受 けている。土坑内か らは

銅銭291枚 をは じめとす る遺物が多数出土 した。出土遺物の内容 ,出 土状況

などか ら,鎮壇具と考えられる。遺物は土坑の底部近 くより出土 し,絹布に包

まれたり,紐で一括 りにされた状況を呈するもの も存在 しており,土坑内に投

げ入れ られたのではな く,一 まとまりごと

で置かれた状況を示 している (第 33図 )。

第 3次調査の際発見された鎮壇具と比べ る

と,埋納の掘形の有無 ,遺物の量 ,遺物の

種類などの相違がある。

S K 160の 周辺で は柱穴 S X 161,SX

162が 検 出されて いる。 S X 161は 掘形 内

に石が存在する。石は大きさ・ 形状 ともに

不揃いで ,北側柱穴で 6個 ,南側柱穴で 7

個みつかっている。根石 もしくは栗石のよ

うにしっかりと据えられたものではな く ,

底面より浮いた状態で散在 している。平面

形はともに精円形を呈 している。北側柱穴

は東部分 を S K 160に 壊 されて い る。 長

辺 lm,短 辺推定 0。 8mで 深 さは0.3mで あ
第32図 坂田寺第 5次調査遺構配置図

(1 1 150)

――― X170810

9     呈m
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る。南側柱穴は長

辺 lm,短辺0.85

mで 深 さ は 0。 2

mで あ る。 SX

161の 柱 間寸法 は

3。 3mで あり,第 3

次調査 S B 150の

身舎柱間寸法 ,庇

の出の寸法と異な

る。 S X 161の 方

向はほぼ南北方向

とな り , S B 150

の主 軸 方 向 (北

で西にほぼ 15° 傾

む く)と 異なって

いる。

S X 162は 発 掘

Ｎ
▲ｉ
■
Ｂ
【

金銅製筒形
/● ;1

聰

。妃
愁

瀞
船

競IB大 工ヽ

亀

9                 5P               10,Cm

第33図 土坑S K160遺 物出土状況 (1:20)

区南端で一部を検出した。一辺0,7m以 上の掘形をもつ。深 さは0.45mを 測 り ,

掘形内に石はみ られない。 S X161と は異なる性格の柱穴 と考 え られ る。

斜行溝 S D163は 発掘区北半部南東か ら北西方向に流れ る。溝幅は最大部で

4m,深 さ0.8mで ,溝 内にはバ ラスが充填 されている。バ ラス中か らは中世

の瓦器・ 瓦が出土 しており,上部は橙色上に覆われている。 これ らの ことより

中世以後にこの地域は大規模な削平が行なわれていることが分る。

遺物

土坑 S K160か ら出土 した遺物には,金属・ 土器容器類 ,銅銭 ,玉類 ,金 属

製品 ,布 などがある (第 3表・ 第34図 )。

佐波理銃 (7)は 大きい平底をもち,口 縁上半部がほぼまっす ぐに立ちあが

る。口縁端部内面は断面三角形に肥厚する。国縁端部外面には 2本で一対をな
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第34図 土坑 S K 160出 土遺物 (8～ 11,111,そ の他は 1:2)

す毛彫沈線が 2条め ぐる。底部内面にも 2条の毛彫圏線があり,一部毛彫文様

が認められる。平瓶 (12),杯 (13),皿 (16),高杯 (14015)は いずれ も

小型品である。平瓶は灰釉陶器で ,猿投窯の製品である。土師器皿は内面に連

弧と螺旋暗文がめ ぐり,外面は密なヘ ラミガキを施す。玉類はガラス丸玉 (1

・ 2)の他 ,琥珀玉があり,琥珀玉には大玉と小玉 (3・ 4)が ある。銅銭は

総数291点 あるが ,種類が判別できたものは107点 である。唐銭の「開元通賓」

が 1点合まれるほかは第 3次調査出土と同様 ,「和同開珠」「高年通費」「神

功開賓」の 3種がある。容器以外の金属製品のうち,筒 形金具 (6)は 4点あ

り,軸端金具かと思われる。 C字形の金具は全面に鍍金 されている。両先端を
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欠損する。銅鈴は 2点 あるが ,保存状態が悪 く図示できない。

まとめ

今回の調査では,基 壇土の一部と鎮壇具を埋納 した土坑 S K 160を 検出 した。

これ らの検出により,今回の調査区内に基壇建物が存在 していたことが明らか

になったが ,後世の削平・ 調査範囲の制約などの理由により,基壇建物の規模

・ 範囲・ 構造等について明らかにしえなかった。鎮壇具に含まれる銅銭か らは ,

神功開賓より新 しい銭貨がないことより,次の隆平永賓の初鋳年 (延暦15年 ,

796年 )を下 らない年代を与 えることがで き ,S B 150と 相前後 して造営 され

た基壇建物 とすることができる。今回の調査範囲では基壇縁は検出しえなかっ

たが ,第 4次調査で検出 した石組遺構 S X153を 基壇縁の一部 とす ると, SB

150と ほぼ一致する振れをもつ東西長 15m以 上の基壇建物を想定す ることが可

含ヒイこなる。

S X 161と S K 160の 前後

X161は S B 150の 主 軸 方

向 ,お よび S X 153の 振れ

と一致 しない点 ,深 さも浅

い点などか ら, S K 160が

掘 り込まれた基壇建物の柱

位置とは考え難い。鎮壇具

埋納時期に先行する基壇建

物の柱穴の可能性 もあるが

不明な点が多い。

以上のように,今回の調

査は小規模なが ら今後の坂

田寺の調査にとって貴重な

成果をあげることができた。

これか らの周辺地での調査

が大いに期待できる。

関係 は , S X 161が 古 く,S K 160が 新 しい。 S

類種 点 数 考備

容

　

　

器

佐波理   銃

灰釉陶器  平瓶
須恵器   杯
土師器   皿
土師器   高杯

口径 12 0 cm  器高 6 5cm

底径  3 5 cm  器高 37 cm

口径  6 0 cm  器高 2 0 cm

口径  92 cm 器高 1 3 cm
脚径  4 1 cm  脚高 4 0 cm

脚部のみ ほかに脚部の小破片あり

玉

　

類

琥珀大玉

琥珀小玉

ガラス丸玉

兇2

8 直径 0 65 cm

直径 0 95 cm

銅

　

　

銭

開元通費

和同開務

高年通賓

神功開費

(総計)

1

61

15

30

291

金
属

製

品

金銅製筒形金具

金銅製 C字形金具

銅 鈴
金 箔

4

1

2

1

直径  0 9 cm   高  0 9 cm

長径  2 0 cm  短径  1 6 cm

直径  2 1 cm

一辺  6 0 cm

布 絹 布

第3表 土坑S K 160出土遺物一覧表
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飛鳥寺の調査

(1985年 12月 )

この調査は,飛鳥寺西門の上を南北に通る村道の路肩改良工事に伴 う事前調

査である (飛 鳥寺1985-2次調査 ,第 20図 参照)。 従来 この道路位置が ,飛 鳥

寺の西を限る西面築地の位置に推定 されてきた。調査地は西門に北接する地区

で,道路の西路肩改良工事区に沿 って ,東西 lm,南 北33mの 調査区を設定 し

飛鳥寺の西面外郭施設の検出を目的 とした。なお,調査区の南端は,1956年 に

行なわれた西門調査区 (学報 V)と 一部重複 している。

調査区の基本的な層序は,現路面・ 路床約15cm,旧 路面 。路床約20cm,飛 鳥

寺所用瓦を含む灰褐色土層 10～ 40cm,古墳時代の上師器・ 須恵器を含む暗褐色

土層約50cm,灰色砂混 り黒褐色土 となる。 これ らの堆積上のほかに調査区南端

では,灰褐色土層 と暗褐色土層 との間に西門の基壇土 と推定 される山土を含む

暗褐色土層が ,厚 さ18cmで 南北約 lmの範囲に認め られた。

遺構検出は,主 に暗褐色土層上面で行ない, 6世紀末か ら 7世紀代 と推定 さ

れる南北方向の掘立柱塀 S A01,東西方向の石組溝 S D02の ほか,灰色砂混 り

黒褐色土上面で古墳時代 (5～ 6世紀)の小 ピッ トを検出した。

南北方向の掘立柱塀 S A01は調査区中央で 6間 分 ,総長約16mを 検 出 した。

柱間寸法は2.66m等 間 とな り, この寸法はすでに検 出されている飛鳥寺北面

の一本柱塀の柱間寸法 と一致する (概報 8)。 柱掘形の大半は道路直下になる

ため,規模のわかるものはないが ,一辺 は0。 9～ lmと 推定 され ,深 さは0.9

～ lmと なる。柱掘形は版築状に埋め戻され ,埋土か らは少量の瓦が出土 した。

この南北塀の心 と飛鳥寺西門を 3間 X2間 の門とした場合の門の中軸線 とはほ

ぼ一致する。柱掘形の規模や位置また,調査区内に築地の築上が全 く認め られ

ないことを考慮すると,西面の外郭施設は従来推定 されていたように築地では

な く,む しろ一本柱塀であったと考え られる。そうした場合 , S A01の 南端柱

穴か ら,西 門北端の礎石抜取 り位置までは約11.2mあ り,塀 の柱間寸法を2.66

mと すると,そ の間に少な くとも 3つ の柱穴が必要 となるが ,そ の位置が道

5.
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路下にあたるため ,今回は検出 していない。

東西石組溝 S D02は調査区北寄 りにある。玉石が使用 さ

れ ,一段に並べた南側石 2石 と底石 4石 (東 西0.7m)を 検

出した。北側石は抜取 られているが ,そ の痕跡か ら規模を

復原すると内法幅約0.3m,現在の深 さは0.2m前後である。

遺構面が削平 されているために本来の側石の高さは不明で

あるが ,少 な くとも 2段以上あったものと推定される。石

組溝 S D02は 南北塀 S A01の柱掘形によって壊 されてお り ,

南北塀に先行するものであるが ,そ の時期や性格について

は明らかでない。

古墳時代の遺構は主に調査区北半にある。いずれ も径 60

cm前後の不整円形の ピットで ,埋土か らは 5～ 6世紀の土

器が出土 した。

これまでに検出された飛鳥寺の外郭施設のうち,北面 と

東面施設は創建時か ら一本柱塀であることがすでに明 らか

にされている (概報 8013)。 南面の外郭施設 としては ,

1956・ 1979年 に行なわれた発掘調査において築地痕跡を検

出しているが ,そ れを創建当初の施設 とするには問題が残

る (学報 V,概 報10)。 今回西面の外郭施設が一本柱塀で

あることが判明 したことによって ,飛鳥寺の外郭施設は少

な くとも東 。西・ 北の三面が一本柱塀であることが判明 し

たといえる。 この点を考慮すると,創建時の南面外郭施設

も一本柱塀であった可能性は高いように思われる。以上の

ように我が国最古の寺院である飛鳥寺の外郭施設は築地で

はな く本来 ,一本柱塀であったとすれば,古代寺院の外郭

施設の構造・ 変遷を理解するうえで貴重な手懸 りを得たこ

とになる。

Ｎ
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ニ
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凩

飛鳥寺1985-2次
調査遺構配置図
(1:250)
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6.飛 鳥地域その他の調査概要

a.石神遺跡周辺の調査

(1985年 9月 )

この調査は飛鳥保育園新築に伴 う事前調査 として ,明 日香村飛鳥で行なった

ものである。調査地は飛鳥座神社の鎮座する丘陵の北東にある,東か ら北西に

延びる丘陵の西端である。調査は東西方向 (2× 12m),南 北方向 (3× 19m)

の 2つ の発掘区を設定 して実施 した。

検出遺構 は土坑・ 集石遺構 と南側の沼状の落込みである。集石遺構 は東西

1.5m,南北 3mの範囲にわたって拳大の石を乱雑に置いてあるだけで ,特 に石

を敷詰めたという状況ではない。落込みは南北発掘区の南側および東西発掘区

に拡がっているもので ,南 に急傾斜で下がっており,旧耕土下 2mほ ど掘 り下

げたが底まで至 らなかった。埋土か らは 7世紀後半の遺物が出土 している。今

回の調査において顕者な遺構は検出できなかったが ,地山が南西に向って大き

く傾斜 していることが明 らかとなり,旧地形を知 る手懸 りを得た。

b.飛鳥寺寺域北部の調査 (飛鳥寺 1985-1次 )

(1985年 8月 )

この調査は,住宅の石垣工事に伴 う事前調査 として ,明 日香村飛鳥で行なっ

たものである。調査地は飛鳥寺寺域北部で ,講堂の北西約40mの 地点である。

調査は東西1.2m,南北 2mの発掘区を設けて実施 した。地表下約1.4mで 黄色砂

質土の地山となるが ,そ れまでの堆積土 には近 。現代の遺物 を含んでいる。

地山面での検出遺構は,斜行する幅約45cmの溝 1条 のみである。埋土か らは畿

内第 I様式の弥生土器や , 7世紀の上師器などが出土 した。

c.奥 山久米寺寺域南部の調査 (奥 山久米寺 1984-1次 )
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この調査は住宅改築に伴 う事前調査 として明日香村奥山で実施 したものであ

る。調査地は奥山久米寺寺域南部で ,塔跡の南西約90mの 地点にあたり,百貫

川の大きな屈曲部のす ぐ東側である。調査は東西8.5m,南 北1.7mの 南区 と ,

その北東に東西 3m,南 北1.7mの 北区を設 けて行 な った。南区の堆積上の状

況は盛土・ 水田耕土・ 床土・ 灰褐色土で ,地表下約50cmで黄褐色砂質土の地山

となる。地山面で検出 した遺構は,14世紀頃までの遺物を含む東西方向の小溝

3条 ,古墳時代の幅 3mの 斜行溝 ,土坑などであるが ,奥 山久米寺に直接関連

する遺構は明 らかではない。また,北区では小範囲の調査のため明確な遺構は

な く,地表下約 lmで 地山面を確認 した。

d.奥 山久米寺寺域中心部の調査 (奥 山久米寺 1985-1次 )

(1985年 4月 )

この調査は住宅改築に伴 う事前調査として明日香村奥山で行なったものであ

る。調査地は奥山久米寺塔跡の東約20mで ,伽藍中心部にあたる。調査 は東西

2.5m,南 北 5。 8mの発掘区を設けて実施 した。堆積土の状況は,約 40cmの 盛土

の下が淡黒褐色土 ,茶褐色土で ,表土下70～ 80cmで 青灰色粘質上の地山 とな

る。地山面は北に向って傾斜 している。地山面で小穴 ,浅 い溝などを検出 した

が,時期など不明であり,奥 山久米寺の明確な遺構は検出できなかった。

e.坂 田寺寺域内の調査 (坂 田寺 1985-2次 )

(1985年 12月 )

この調査は納屋改築に伴 って ,明 日香村阪田で行なったものである。調査地

は坂田寺第 3次調査で検出した建物 S B150の 北約20mで ある (第 31図参照 )。

調査は東西1.5m,南北3.7mの 発掘区を設けて行なった。堆積土は盛土 ,水 田

耕土 ,床上下が淡褐色砂礫層 となり,遺構 はその下 ,地 表下約60cmで 瓦を多

く含む土坑を検出した。出土遺物か らこの上坑は奈良時代後半に属すると考え

られるが,今回の調査は小範囲のため,土坑のごく一部を検出したにとどまり ,

全貌は明 らかではない。

一- 76 -―



写真 1 藤原宮第46次調査区全景 (南から)

写真 2 藤原宮第46次調査 掘立柱建物 S B 4331・ S B 4242(南から)



姶

写真 3 藤原宮第45-2次調査南区全景 (西から)

写真 4 水落遺跡第 5次調査 銅管 (東から)



写真 5 石神遺跡第 5次調査区全景 (南東から)

写真 6 石神遺跡第 5次調査 石組溝S D 890・ S D 900(南東から)



写真 7 豊浦寺第 3次調査 掘立柱建物 S B 450(東から)

写真8 坂田寺第 5次調査 土坑S K 160出 土遺物
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飛鳥・藤原地域の遺跡 (1:40000)
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